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我
が
園
の
地
方
費
園
庫
補
助
制
度

中

典

助

之
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第
一
、
は

車す

L 

き

中
央
財
政
ご
地
方
財
政
ご
の
関
係
・
就
中
、
そ
の
牧
入
の
配
分
を
加
何
に
す
ペ
き
か
は
、
一
国
の
財
政
健
釆
上

極
め
て
重
要
な
る
こ
ご
に
局
し
、
近
時
、
外
闘
に
於
て
も
所
鵡
出
口
E
E
E四
-
2
0
F

の
問
題
ピ

L
て
論
骨
ら
る
、

に
至
っ
た
が
、
我
が
闘
に
於
て
も
亦
か
の
地
租
委
譲
論
に
関
聯
し
て
、
ニ
の
問
題
が
財
政
上
特
に
注
意
を
惹
〈
に

至
っ
た
o

然
ら
ば
こ
の
問
題
は
理
論
上
如
何
に
解
決
す
べ
き
も
の
で
ゐ
る
か
?
、
吾
人
は
こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決

せ
ん
が
た
め
に
は
、
先
づ
以
て
我
が
憾
の
中
央
E
地
方
の
財
政
聞
に
、
枚
入
が
如
何
時
慨
に
配
分
せ
ら
れ

τゐ
る
か

ご
い
ふ
事
賞
を
知
る
こ

Z
を
必
要
ご
す
る
。
何
故
な
れ
ば
歴
史
的
な
枇
曾
的
な
現
象
を
卦
象
記
す
る
皐
悶
に
あ
b

て
は
、
常
に
正

L
き
理
論
の
基
礎
附
け
は
、
現
貨
の
正
し
き
解
剖
批
判
か
ら
な
さ
る
守
へ
き
も
の
で
ゐ
る
吉
信
宇
る

が
故
に
。

翻
っ
て
我
が
図
の
中
央
ご
地
方
正
の
財
政
嗣
係
を
観
る
に
、
ぞ
れ
は
極
め
て
庚
汎
に
一
旦
h
，
、
且
っ
そ
の
関
係
以

• 
， ...."..."'1 



密
接
不
離
に
し
て
、
政
治
上
、
地
方
自
治
を
探
勝
す
る
ご
雄
も
、
財
政
上
、
地
方
が
中
央
よ
b
倒
立
せ
る
に
非

守
、
却

τ地
方
が
中
央
に
隷
属
し
て
ゐ
る
ご
い
っ
て
も
差
支
な
〈
、
地
方
税
の
設
定
に
就
て
も
、
地
方
債
の
起
債

に
就
て
も
、
そ
の
他
、
地
方
財
務
の
各
般
に
亘
り
て
、
中
央
の
制
肘
支
配
を
受
付
ぬ
簡
園
は
殆
ど
な
い
。
-
】
の
黙

は・

hr
の
地
方
が
中
央
の
束
縛
を
う
く
る
こ
ご
少
〈
、
「
刈
方
自
治
の
無
政
府
朕
態
」

2
5
〉

E
円

ξ
。
?
C
U
B
-

E
S
S自
己
に
ゐ
る
E
い
は
る
、
ァ
メ
叫
ノ
カ
な
ど
、
異
h
、
我
が
闘
の
政
治
に
は
中
央
集
権
の
特
色
強
〈
、
地
方

行
政
に
於

τも
、
欧
大
陸
諸
岡

ω如
〈
、
「
官
僚
制
度
」
{
回
E
S
R
E
R
n
M
3
R
E
)
の
類
型
仁
一
服
す
べ
き
も
の
で

あ
ら
う
o

中
央
E
地
方
Z
の
財
政
上
か
く
の
如
、
さ
密
接
不
離
な
る
闘
係
を
、
一
一
蕊
に
網
羅
す
る

4
t
は
小
論
文

の
な
し
え
F
る
所
な
る
が
欽
に
、
中
央
正
地
方
正
の
牧
入
の
配
分
に
就
き
て
、
特
に
庶
接
的
な
る
契
機
を
な
し
て

ゐ
る
地
方
費
国
庫
補
助
制
度
仁
就
い
V

て
通
二
・
』
み
や
う
ご
思
ふ
。

第
二
、
地
方
費
国
庫
補
助
金
の
怠
義
ご
名
郁

地
方
費
岡
庫
傭
助
金
Z
は
、
地
方
品
質
印
ち
地
方
政
府
の
経
費
に
劃
す
る
閲
庫
印
ち
中
央
財
政
の
補
助
金
を
指
す

の
で
あ
る
o

雪
国
ム
迄
も
な
〈
岡
市
伴
に
よ
り
て
負
増
幅
せ
ら
る
、
地
方
費
の
全
部
又
は
一
部
が
、
中
央
費
ご
な
る
わ
り

で
あ
る
。
抑
も
行
政
組
織
上
の
上
級
幽
慢
が
下
級
闘
瞳
の
政
鶏
に
封
し
て
補
助
を
な
す
は
、
澗
ム
リ
右
の
如
〈
図
家

芭
地
方
固
健
ご
の
聞
に
の
み
行
は
れ
る
の
で
な
い
。
道
・
府
・
牒
が
市
町
村
に
劃
し
て
奥
ふ
る
所
調
進
・
府
・
豚
補
助

金
な
る
も
の
が
あ
る
。
叉
、
岡
家
の
補
助
金
を
奥
ム
る
は
獅
り
『
公
共
閲
健
に
封
す
る
場
命
の
み
に
非
主
V

、
私
入
者

{
は
私
的
圃
憧
に
輔
副
し
て
之
を
な
す
場
合
も
め
る
o

き
れ
ば
、
地
方
費
岡
庫
補
助
金
は
、
岡
家

ω奥
ム
る
補
助

ω

一
種
で
あ
h
・
又
、
上
級
凶
穂
が
下
級
園
櫨
に
脅
し
て
な
す
補
助
の
一
穂
で

b
る
ぜ
い
ひ
う
る
。
だ
い
、
岡
家
は

詑

手E

我
が
闘
の
地
方
費
関
陣
補
助
制
庇

第
二
十
五
巻

第
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第
二
十
五
巻

丸
，、

第
プミ
披

最
高
の
統
制
機
闘
で
ゐ
b
、
且
つ
上
続
闘
館
な
る
が
故
に
、
夫
の
奥
ふ
る
補
助
金
は
地
方
財
政
の
金
髄
系
に
重
大

な
る
閥
係
を
有
す
る
の
で
ゐ
る
。

地
方
費
岡
庫
補
助
金
は
か
(
の
如
f
岡
家
が
地
方
政
貨
を
補
助
せ
ん
が
怨
に
奥
ふ
る
も
の
で
ゐ
る
が
、
之
を
奥

ム
る
目
的
が
、
主
ご
し
て
地
方
負
婚
を
軽
減
せ
ん
正
す
る
に
あ
る
も
の
も
ゐ

h
、
又
そ
れ
よ
b
も
寧
ろ
地
方
政
府

の
施
設
事
業
の
助
長
田
波
遣
を
主
目
的
ピ
す
る
も

ωも
ゐ
っ
て
、
必
宇
し
も
一
様
で
な
い
が
、
従
来
、
困
庫
牧
入

ω

一
部
が
地
方
政
府

ωた
め
に
分
も
興
へ
ら
品
、
形
式
上
の
性
質
を
把
捉
し
て
、
等
人

f
之
を
補
助
金
ご
し
て
取
扱

っ
て
ゐ
る
。

地
方
山
首
岡
山
即
船
山
金
を
よ
白
如
〈
巾
同
義
に
榊
ナ
払
ぱ
、
地
方
貨
が
闘
附
自
制
助
を
受
〈
る
揚
骨
は
山
出
し
て
二
三
に
止
ら
ず
、
そ
の
個
々
の
場
合
に

附
せ
ら
れ
て
ゐ
る
名
稲
も
必
ず
し
も
一
定
し
て
ゐ
な
い
。
所
醐
「
補
地
金
」
と
よ
ば
る
お
も
の
ミ
外
に
、
「
交
付
金
」
、
「
下
漉
金
」
「
助
成
金
」
(
又
は
)

費
」
な

E
が
あ
り
、
豆
、
「
補
給
金
汁
「
奨
励
金
(
又
は
費
)
」
と
よ
ば
れ
て
ゐ
る
場
合
も
あ
る
ロ
例
之
、
園
家
が
市
町
村
を
し
て
固
枕
を
徴
牧
せ
し
め

た
る
粧
品
武
田
代
償
と
し
て
一
定
申
の
金
額
を
市
町
村
に
支
給
す
る
場
合
に
は
、
「
闘
掛
徴
収
叱
付
金
」
と
よ
び
、
豆
、
市
W
村
山
義
務
敬
育
費
に
劃
す

る
闘
附
制
叫
又
は
府
麻
由
瞥
察
費
に
謝
す
る
園
内
伴
補
助
籍
出
、
調
側
、
「
随
昨
下
雄
金
」
の
名
を
以
て
よ
ば
れ
て
ゐ
る
。
「
助
成
金
(
Z
H
山
由
ご
白
例
と

し
て
は
、
鎚
遊
説
軌
道
助
成
費
・
市
町
村
助
成
金
・
共
同
繭
宜
陣
放
共
同
乾
繭
装
置
助
成
金
・
閥
墾
地
復
藷
助
成
金
・
荒
臨
林
地
復
葡
助
成
費
・
小
菱
自

原
純
岡
M
A
採
静
岡
組
替
助
成
金
撃
が
あ
り
、
「
鮒
給
金
」
内
例
と
し
て
は
、
府
耐
脚
債
刺
子
制
蛤
・
柿
山
田
市
柑
鮒
給
・
復
興
事
業
債
利
子
仙
給
・
震
災
借
入

金
刺
子
補
給

t
E
が
あ
り
、
最
後
に
、
「
塊
嗣
企
{
又
は
費
)
」
と
よ
ば
る
与
も
白
に
、
主
誕
食
糧
農
政
物
北
山
A
U
咽
揃
挺
帥
批
・
肥
料
改
良
哨
硝
挺
刷
費
・

粧
業
改
良
奨
励
費
・
向
型
地
移
性
挺
脚
企
・
高
虚
楠
胤
奨
刷
費
・
緬
羊
飼
育
持
刷
費
・
農
業
共
同
施
設
挺
刷
金
・
農
業
倉
昨
建
設
礎
励
金
・
農
具
改
良
提
踊

→--一一一一一← …一

費
・
削
業
挺
帥
費
・
下
級
鹿
骨
技
術
員
施
設
奨
胸
金
・
林
業
井
岡
施
段
奨
励
金
・
苗
両
共
同
施
殴
奨
附
曲
・
種
川
県
午
馬
柑
克
並
畜
力
利
用
挺
剛
企
・
漁
業
共

同
施
設
柴
欄
企
・
害
晶
脳
陣
諌
防
挺
踊
費
轄
勘
業
費
に
嵐
ナ
る
も
の
に
多
〈
、
そ
自
他
、
柏
木
・
港
栂
悼
集
・
道
路
改
且
・
街
止
・
敬
宵
・
祉
官
事
業
帯
広

4 ・......



地
方
費
国
庫
補
助
金
は
積
々
の
標
準
か
ら
之
を
分
類
し
う
る
。
寸
岡
庫
一
炉
補
助
を
奥
;
地
方
政
府
の
種
類
に

よ
b
て
、
付
道
府
麟
に
劃
す
る
も
の
、
一
川
市
に
劃
す
る
も
の
、
川
即
日
府
に
封
す
る
も
の
、
い
公
共
組
合
に
制
す
る

も
の
に
分
い
え
・
コ
岡
庫
の
補
助
を
な
す
根
強
り
法
律
に
繰
る
も
の
吉
、
沿
革
的
歴
史
的
の
原
一
川
に
操
る
も
の

(
例
へ
ば
・
上
下
水
町
費
に
劃
す
る
補
助
、
排
出
鴻
修
築
費
に
劃
す
る
補
助
の
如

L
)
正
に
よ
り
て
い
法
律
上
の
清
助

金
、
川
浩
草
上
の
補
助
金
ご
に
分
れ

U

蔦
に
叉

h

三
補
助
を
な
す
期
間
の
一
時
的
か
継
総
的
か
に
よ

bτ
、
い
一

時
的
駅
助
金
、
叶
永
続
的
補
助
金
古
に
分
れ
、
間
「
般
的
の
経
費
に
費
し
て
な
す
補
助
か
、
特
定
経
費
的
然
め
に

な
す
補
助
か
に

M
b
τ
、
竹
一
般
的
補
助
金
、
叶
特
別
目
的
内
補
助
金
正
に
分
た
れ
う
る
。
併
し
乍
ら
一
般
的
補

助
金
は
今
日
の
日
本
の
財
引
に
存
在
せ
争
、
従
引
て
総
て
が
特
定
目
的
の
た
め
の
補
助
金
で
あ
る
。
以
上
の
如
〈

図
庫
補
助
金
は
理
論
上
積
々
に
分
類
し
う
る
が
、
我
が
園
の
財
政
の
質
際
に
於

τは
、
補
助
金
(
庚
義
)
を
関
税
徴

牧
交
付
金
・
闘
庫
下
波
金
・
闘
庫
補
助
(
狭
義
)
の
三

ι分
つ
を
慣
例
ご
し
て
、
財
政
統
計
も
之
を
基
準
ご
し
て
掲
げ

ら
れ
て
あ
る
o

吾
人
は
一
先
づ
こ
れ
ら
の
資
料
に
よ
h
τ
、
わ
が
闘
の
地
方
費
闘
庫
補
助
金
が
地
方
歳
入
に
い
か

な
る
地
位
を
占
め
て
ゐ
る
か
を
み
て
、
岡
崎
に
こ
の
問
題
の
財
政
上
の
重
要
さ
の
一
端
を
如
り
た
い
E
考
へ
る
。

第
四
、
地
方
歳
入
に
於
り
る
幽
庫
補
助
金
の
地
位

最
近
十
四
年
問
、
道
府
勝
蔵
入
総
額
に
劃
す
る
悶
庫
補
助
金
の
割
合
は
弐
の
如
〈
で
あ
る
。

第
一
表
京
証
炉
説
講
師
陣
歳
入
に
於
け
る
凶
器
霊
山
累
年
比
較
並
に
歳
入
総
額
に
劃
す
る
型

裁
が
闘
の
地
方
費
国
庫
補
助
制
度

一 一 一一一一一一一←一一一一一一一一ート一 一一一

動
ナ
る
捕
曲
は
概
ね
「
補
掛
金
」
と
名
づ
け
ら
れ
て
ゐ
る
。

第
三
、
地
方
費
図
庫
補
助
金
の
分
類

第
二
十
五
巻

ゴL
-~ 

設
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宛L

我
山
酌
師
岡
山
地
方
費
闘
庫
補
助
制
度

九
λ 

第
六
披

O 

第
二
十
五
巻

院

一一一

)

P

C

山

一

↑

}

一

}

一

口

古

川

底
一
回
廊
下
桜
金
一
因
附
補
地
金
一
合
計
↑
一
蹴
A

1

J

M

ー
一
年
度
一
剛
山
下
政
金
↑
闘
服
楠
山
金
一
合
計
'
h
一
蹴
入
総
額
』
一
1

J
叫

一

一

一

一

千

分

比

一

一

一

一

一

千

分

比

一一ZJ=ニ
d
A
U
7
2
・
企
古
式
九
七
、
口
空
、
口
一
ι一
一
豆
、
一
一
宅
一
八
一
一
口
、
品
色
、
古
河
一
七
、
呈
口
、
品
〕
一
一
号
合
一
五
同
三
児
、
宍
晶
、
空
七
一
主

三
百
一
、
言
、
会
一
回
、
菜
、
宣
一
一
八
、
更
、
主
ご
問
、
ユ
丸
二
回
、
七
史
、
一
百
二
一
也
、
一
八
一
、
八
回
口
一
五
一
、
室
、
8
4一
呂
、
号
、
呈

A
A

三一

z
、
昌
一
品
、
口
元
三
宅
支
一
、
豆
皇
晶
、
一
口
口
、
主
一
一
三
、
一
一
主
一
円
二
三
一
盟
、
右
九
一
ニ
口
、
一
託
、
主
-

2

一戸、合円九百

h~一同二、金石、
g

E

A

九

四
一
豆
、
美
ニ
J
A
旦
点
、
誌
へ
七
三
品
、
七
コ
、
児
全
一
点
、
一
♀
一
一
二
A
J
出『=一計三一、口志、
A
Z

耳鼻、一亘『九七一耐え、口美、一
z-A

詣

主
主
口
口
、
己
主
一
弓
き

5
え
さ
宮
、
巴
一
ι-
一
口
、
一

J

一
一
一
一
一
己
ベ
英
一
間
口
一
一
-
一
三
一
也
、
一
品
-
一
回
一
、
塁
、
呈
同
一
晃
、
交
、
主
一
色

六一

z
d
晶
園
、
ェ
塁
昌
、
告
書
、
宅
Z

也
、
安
一
、
畳
一
生
毛
、
一

J
2
一一
L

一二
A
A先、九九
A

言、一正一、一八三史、九月、一合一
H
A
-
-
克
己
、
一
豆
一
口
口

主
由
、
王
室
、
莞
丘
四
、
会
向
、
口
一
一
二
、
四
六
点
、
回
一
邑
一
七
回
、
一
デ
一
一
四
一
一
品
、
き
ゴ
士
一
亙
ニ
一
、
一
語
、
芸
呈
回
目
、
A

豆
、
且
三
者
同
一
正
夫
、
左
t

コ百

右
仁
擦
れ
ば
、
道
府
同
腕
に
謝
す
る
閥
庫
補
助
金
は
大
正
元
年
度
に
は
七
百
高
岡
俄
で
あ
る
が
、
大
正
十
四
年
度

に
は
四
千
高
固
に
し
て
.
紹
劃
額
に
於
て
は
五
・
七
倍
に
上
っ
て
ゐ
る
。
更
に
道
府
燃
の
歳
入
総
領
に
謝
す
る
割

合
よ
hJ
す
れ
ば
、
太
正
一
苅
年
度
に
は
千
分
の
六
十
七
で
あ
る
が
、
大
疋
十
四
年
度
に
は
千
分
の
百
ニ
十
を
占
め
て

ゐ
る
。
而

L
τ
そ
の
比
率
は
中
頃
一
時
低
下
し
て
ゐ
る
が
、
大
勢
か
ら
み
て
累
年
遅
棺
し
っ
、
ゐ

b
己
い
ひ
う

る
。
吾
人
は
之
に
よ
h
て
少
〈
芭
も
ニ
つ
の
事
貸
を
卸
ち
一
は
現
在
道
府
腕
の
財
政
は
そ
の
経
費
山
一
割
以
上
を

国
庫
よ
り
支
持
さ
れ
て
ゐ
る
ζ

吉
、
こ
は
道
府
磁

ω財
政
が
岡
康
に
依
頑
す
る
こ
ど
は
、
偶
然
的
一
時
的
な
現
象

に
非
宇
し

τ歴
史
的
の
後
遺
で
あ
る
こ
吉
、
而
し
て
他
の
傑
件
に
し
て
麓
克
な
〈
ば
、
図
庫
補
助
金
の
道
府
職
歳

入
総
額
に
占
む
る
地
位
は
盆
々
大
な
ら
ん
正
す
る
傾
向
を
窺
ひ
う
る
事
之
で
あ
る
o

然
ら
ば
ニ
れ
等
的
関
係
は
市

の
財
政
に
於
て
は
如
何

第
二
衰
到
詮
九
日
話
市
歳
入
に
於
げ
る
剛
山
仲
間
金
目
黒
年
比
較
並
に
歳
入
蓄
に
劃
す
る
弘

年

前掲・地方財政概要もる

.ー 日一

・...，....・



年

鹿

大

一一ー一 正
回三=ー O 九 λ 七六五回三ニー

困

席

下

渡

企

関

陣

抑

制

金

一

圃

-
J
西
岡
、
昌
二

三
宮
、
一
吾
二

一
、
量
室
、
昌
品
ニ

-
、
五
円
豆
、
=
E
A
一

-
、
且
九
三
一
、
田
昌
且
一

一
、
耳
菩
一
、
一
回
一

一
、
案
、
署
一
回

一
、
前
回
占
、
引
胃
品
一

日
一
、
岳
山
一
、
吉
章
一

昌
、
4
h
A
、
七
(
]
山

弓
均
一
宅
、
主
主

一円、古田4、同口一一一

一a
円、且屯剛、日一一品

目
、

g石
、
ん
由
一

= ==-正三足早弓弓でて

4三三三三語否夏話室奈さ宅金交徴
2E言言語語長重重量長重言語芸牧一戸}四一一回 一 ート

枇

合

〉(
 

ニ
、
一
一
車
、
見
A
一

弓
一
三
一
、
白
石
一
一

=
J
一
主
、
ニ
一
回

ニ
、
回
孟
一
、
己
目
白

=
、
吾
古
、

-R内

=、中一三官一、士山三一

回
」
昌
一
、
占
Z
一一

臣
、
五
一
A
、
九
一
口

点
、
品
目
缶
、
五
同
制

昔
、
八
回
以
、
山
内
A

A、屯一目円、目一一口

エ凶、
r
宅
T
b
、口一口

-
豆
、
且
A
4
、
内
七
品

回
A
、
同
口
八
、
長
口

(
ニ
)
に
謝
す
る

(
?
の
千
分
比-

Z
 

-一一一一回ユ一亘一一一一白一言一一一一一一己-
A
 

-
也

困
岡田一毛

一
、
一
充
、
量
一

一
、
一
占
昔
、
四
九
白

-
、
一
九
品
、
一

42

-
、
古
百
晶
、
再
骨
喧

一
、
出
量
、
宝
品

回
、
昌
三
、
自
主
同

岡、
Z

告
示
、
百
恒
両

国
、
一
回
一
目
、
且
一
A

計

歳

入

総

額

ニ

コ
語
、
白
血
A
J
目
立
川

一一口、口Au-、山一一孟

相
唱
、
五
一
回
-
、
書
毛

Aqh、墨田]、EE宅

一
一
点
、
国
民
昔
、
-
完
-

一
書
品
、
目
式
占
、
白
書
月
一

一八九、吾一豆、内一呈一

-両回、王室、
g
H

zzz、
A
哩
一
、
白
占
口

盟
向
、
一
色
、

g一一

且
一
也
、
一
古
品
、
口
一
回
一

霊
品
、
口
豆
、
室

内
一
三
、
一
也
弘
、
口
同
抗

告
吾
、
ロ
血
h
唱
、
a

同
A

市
に
謝
す
る
岡
庫
補
助
金
郎
も
園
庫
下
波
金
・
園
税
徴
牧
交
付
金
及
び
そ
の
他
の
補
助
金
の
合
計
を
み
る
に
、

大
正
元
年
度
に
は
約
武
百
高
困
俄
な
る
が
、
大
正
十
四
年
度
に
は
約
四
千
八
百
高
岡
に

τ、
紹
相
剖
額
に
於
て
、
十

四
年
間
に
二
十
四
倍
に
上
つ

τゐ
る
。
市
歳
入
総
額
に
謝
す
る
比
を
観
る
に
、
十
四
年
間
に
千
分
の
一
五
よ

b
七

七
に
上
っ
て
ゐ
る
。
之
士
道
府
麟
歳
入
総
額
に
於
て
は
そ
の
一
割
以
上
を
図
庫
補
助
金
が
占
む
る
に
比
す
れ
ば
・

起

ゃ
、
そ
の
割
合
は
少
h
y

が
、
又
以
て
重
要
な
る
財
甑
た
る
を
夫
は
必
。
而
し
て
そ
の
後
蓮
の
跡
を
み
る
仁
、

設

苑

殺
が
闘

ω地
方
費
闘
時
制
助
制
度

第
二
十
五
位
甘

丸
Jι 

俸
jミ

却

• 
6
 

a
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設

苑

我
が
闘
白
地
方
費
随
庫
補
助
制
度

第
二
十
五
巻
二
一

0
0

解

観

一
伏
、
波
紋
を
描
い
て
進
ん
で
ゐ
る
が
、
大
正
十
二
年
度
以
降
は
俄
然
そ
の
比
率
e

伊
高
め
、
滞
家
に
於
て
は
盆
々

そ
の
傾
向
を
張
む
る
が
如
〈
思
は
る
、
。
最
後
に
町
村
蔵
入
に
於
り
る
悶
庫
補
助
金
の
地
位
を
み
れ
ば
究
の
如
〈

で
あ
る
。

年

四三ニーの丸 λ 七宍頁阿三三一皮

大
正

第

三

表

剖
対
日
九
日
能
町
村
践
に
於
げ
る
岡
山
部
金
の
累
年
比
較
普
賢
替
に
劃
す
る
割
れ

岡
山
叩
下
波
金

闘

庫

補

助

金

闘

徴

肱

支
付
金

一、国一
A

4

9
一

戸
、
吾
冗
」
つ
王

=、昔話、三五

一品、同均品、一角亙

ヨ一、内ユ閥、一一一

三
、
室
口
、
A
A
口

弓
喜
一
八
、
呈
室

岡、同凡し昔、昌一ん

岡
、
全
点
、
一
文
園

田
、
喜
一
口
元
益

岡
、
九
八
九
、
量
一

五、当者、
A
七一

回、九九八、
A
己八

五
、
口
吉
、
合
一
二

合

計↓

一、同何日品、四五一昔

〕、白己山、
E
=

コ、ち目、一一均一一

z、早七口、一ロヨ一

宮一、内七晶、也八一

品
、
古
九
一
、
一
品
目

一一一、七旦回、
A
A
H
h

一世一、一一邑証、九一{]均

一亘、七回
A
、口出
A

豆
、
金
一
也
、
z
一均

一回、五
A
A
、均
h
A司

自一、

7
2、理一回

目一、一足晶、主
A
A

Z
七、
4ho、
自
由

L諸

君言塁更更喜美雲芙忌三重三三入

i言電電言語言看言電秀三善雪 2
莞き芸曇毒自脅さ柔主主主孟芸(ニ}

三
一
)
に
罰
す
る

(
ご
自
千
分
比一一一-一-E 

一一向-E 
見Z

回ヨ一一一石告一金品ニ

町
村
に
於
り
る
国
庫
補
助
金
の
栂
類
は
布
の
場
合
ど
同
じ
ィ
、
闘
庫
下
波
金
・
図
枕
徴
牧
交
付
金
及
び
そ
の
他

岡田
1

会
回

充
、
元
白

人口、ロド古川

曲
目
‘
き
ん

量
、
宅
口

円口、昌一向

金
、
A
口也

曲目、一
A
一

一一一孟阜、

==z

=主ニ、↓一一内
Jn

哩
一
豆
、
九
八
口

章
一
、
口
美

奇
孟
、
五
墨
田

空青山、
Z
七
A

A
、
き
一
一
口
、
省
官

A

、
世
壁
、
八
口
口

A
、
七
八
五
、
元
九

A
、
A
合
、

2
4

晶
、
一
奈
、
一
一
回
向

Z
孟一、
A
屯
且
、
正
口
也

塁
打
、
吾
面
、
古
亘

書一、一罫弓ニ一一円山一円

草生

前摘.地方財政概要ーキ

一寸，一一一一一一一一一一
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の
締
助
金
で
ゐ
る
。
今
そ
れ
ら
の
合
計
を
み
る
に
、
大
正
元
年
度
に
は
百
四
拾
八
世
両
国
徐
で
ゐ
る
が
、
大

E
十
四

年
度
仁
は
参
千
七
百
八
拾
大
高
岡
崎
榊
に
上
、
り
、
紹
針
額
に
於

τ約
二
十
六
倍
に
賞
る
。
而
し
て
町
村
歳
入
総
額
に

射
す
る
割
合
仁
於
て
は
、
十
四
年
間
に
千
分
の
一
一
よ
ち
九
三
に
上
っ
て
ゐ
る
。
そ
の
後
遺
の
跡
を
観
る
に
、
比

率
は
必
十
し
も
逐
年
越
増
し
て
ゐ
な
い
が
、
大
正
十
二
年
度
以
降
俄
然
そ
の
卒
を
高
め
て
ゐ
る
こ
正
は
、
市
に
於

げ
る
場
合
ピ
同
様
で
あ
る
。

以
上
第
一
表
・
第
二
表
・
第
三
表
に
槻
た
る
如
〈
、
道
府
腕
・
市
・
町
村
何
れ
の
歳
入
に
於
て
も
‘
イ
閑
庫
補
助
金

は
歳
入
総
額

ω
一
割
内
外
を
占
め

τ、
重
要
な
る
財
源
を
な
し

τゐ
る
司
』
芝
、
ロ
最
近
そ
の
綴
が
絶
叫
到
的
に
も
相

劃
的
に
も
盆
々
増
加
せ
ん

Z
L
つ
、
、
ゐ
る
-
】

E
は
同
一
で
ゐ
る
。
こ
り
事
貨
は
・
地
方
財
政
が
中
央
財
政
仁
依
存

す
る
こ
正
の
必
要

ω盆
心
多
〈
な
り
つ
、
ゐ
る

ι
子
炉
』
示
す
も
の
に
て
、
現
在
の
如
(
、
宥
力
な
る
財
源
的
多
〈

を
中
央
政
府
が
奪
ひ
、
而
も
多
〈
の
図
家
的
事
務

(
E
E
S巴
百
三
百
)
を
地
方
に
委
任
し
て
ゐ
る
財
政
組
織
ピ
、

地
方
的
需
要
の
日
々
に
増
加
し
て
止
ま

F
る
現
斌
正
に
於
て
は
、
蓋
し
必
然
的
の
結
果
で
あ
る
ご
い
は
ね
ば
な
ら

向
。
抑
も
牧
入
(
同
2
g
z
m
)
ご
政
務

(mmz.9)
を
、
中
央
・
地
方
の
政
府
に
如
何
様
に
配
分
す
べ
き
か
は
、
一

岡
枇
曾
の
財
政
髄
系
上
の
根
本
問
題
に
麗
し
、
我
が
闘
の
財
政
に
於
て
も
正
に
こ
の
問
題
の
解
決
に
迫
ら
れ
て
ゐ

る
が
如
〈
で
ゐ
る
o

大
健
に
於
て
現
行
制
度
を
保
持
し
て
閥
庫
補
朗
制
度
を
存
す
べ
き
か
・
戒
は
地
方
に
有
力
な

る
財
源
を
奥
へ
て
之
を
厳
す
ぺ
き
か
、
間
平
に
之
を
理
論
上
の
み
よ
り
翻
る
も
、
容
易
に
一
を
採
り
て
他
を
拾
っ
る

ニ一一一一 一

を
許
吉
見
も
の
が
ゐ
る
。
そ
は
兎
も
角
.
地
方
費
問
庫
補
助
制
度
を
明
に
す
る
こ
己
は
、
現
存
す
る
財
政
制
度
を

知
ゐ
上
に
も
、
新
し
き
財
政
髄
系
を
建
設
す
る
上
に
も
必
要
な
る
こ
ご
、
い
は
ね
ば
な
ら
ね
。
次
に
今
日
我
国
仁

第
二
十
五
巻

O 

苑

話

我
が
幽
)
地
方
山
北
幽
山
初
助
制
度

品
中
古
鶴

， . '.". ." ~ 



股

苑

裁
が
岡
山
地
方
費
幽
間
柿
地
制
度

第
二
十
五
経

O 

第
六
輔
副

四

於

τ、
如
何
な
る
費
目
に
劃
し
て
如
何
程
の
補
助
が
な
き
れ
て
ゐ
る
か
を
み
ね
ば
な
ら
ぬ
。

第
五
、
費
目
別
じ
み
た
る
地
方
費
困
庫
締
助
金
の
配
分

昭
和
二
年
度
「
珠
算
委
考
書
」
に
表
は
れ
[
闘
庫
補
助
金
を
、
道
府
臓
に
劃
す
る

b
の
ご
、
市
町
村
に
劃
す
る
も

の
ご
に
分
ち
、
之
を
夏
に
費
目
別
に
分
類
す
れ
ば
そ
の
主
な
る
も
の
は
次
め
如
(
で
ゐ
る
。

第

四

表

費
目
別
に
か
た
る
地
方
提
岡
山
仲
川
則
金
(
註
)

串
凹

品
宵
世
間
却
に
劃
す
る
制
叫

* 節
水 油 砂 ー
湖 水 防 (甲)
1曲 芸 評 工 泊
議議事、オ丸
投 11費'llI
IJIiM捕 に
岨IJ!/J刷 割

ナ
る

輔
副J

道
府
肱
に
封
す
る
岡
山
伸
耐
地
金

第

描
櫛
修
製
品
耳
に
劃
す
る
制
助

名
古
屋
描
倍
築
品
質
的
山

前
本
地
悟
築
費
補
則

長
崎
港
怯
鵠
費
補
助

那
制
措
悼
集
貨
補
地

撤
漁
港
倍
築
費
仙
拙

申
本
野
協
同
港
修
築
費
削
山

室
常
ぬ
描
修
築
費
拙
脚

一 一 一ニ一一一一一一一一一

道
路
費
に
劃
す
る
拙
帥

誼
路
改
良
山
賀
補
助

第

同λ
u
、口口巴

吾
五
、
五
口
口

一八一一、
Z
{
〕口

き吾さき云室雪
言邑言言言言語

五

己

矛乙

巴
口

枇
官
嘉
費
園
時
下
政
企

北
出
也
知
航
地
時
篠
山
叫
仙
助

特
川
越
山
士
銀
仰
山

行
品
中
山
作
桐
保
備
投
拙
叫

高
五
衛
生
投
に
封
す
る
補
助

体
染
病
強
制
批
州
地

精
神
山
刑
院
刊
州
地

設
育
岬
討
に
到
す
る
袖
山

第

川
純
敬
一
宵
狩
柿
凶

質
業
秋
宵
費
補
助

盲
川
教
育
技
術
助

枇
令
官
市
議
却
に
劃
す
る
制
助

向3
-ヒ地

力
感
化
院
費
柑
助

地
主
改
善
施
設
費
削
助

一
七
三
莞
、
一
事
一

用百円昔、田口
u

t
也旬、一三己

巴
一
、
一
九
瓦

一、車口円、口心耳

-
弓
也
、
出
量

回、一色口、口白口

罫
色
、
口
口
口

七回、口口口

二
一
、
主
一
己

ニ一口、口口口

一
節
λ

筑
害
並
び
正
彼
甜
閣
に
闘
す
る

一

斑

川

の

仙

助

一

視

興

事

業

費

削

助

元

、

毛

一

、

八

言

震
災
復
山
岡
山
叫
制
助

A
、
夫
A
、口口白

震
災
借
入
金
利
子
制
給

ド
北
海
遊
十
勝
世
銀
誕
制
害
復

副
円
高
費
削
助

耕
地
視
脊
費
削
助

荒
臨
有
地
組
稽
技
術
山
山

閥
堕
地
復
背
山
成
金

用
排
水
幹
掛
値
藷
事
業
費
削
凶

第
プL

制
業
費
に
劃
す
る
制
助

内 向 費 耕用
地 墾 柿 地排
静 地 助 盤 オ
住 移 班 幹
奨 位 及 線
醐 提 土 改

制I跡 地 品
曲金政事
費 品業

提費
附袖

J!/J 

一一宝↑
τ晶一八

九A
、也一一

一正晶、一品一呈晶

表
口
、
宗
一

一、
A

且耳、口口ロ

望
八
、
口
口
口

三一一、
A
己ロ

セ晶、口口口

晶
、
宕
証
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農
業
倉
凪
建
設
提
刷
金

農
韓
共
同
施
設
奨
即
金

肥
料
改
良
相
疏
挺
脚
批

農
具
改
此
普
及
塊
刷
費

需
品
踊
除
故
防
挺
刷
費

削
業
挺
刷
費

廿
林
改
良
晴
柿
批
倒
的

市
雄
靖
拙
捷
畑
山
北

市
直
北
岡
施
設
提
帥
金

種
牛
馬
術
斑
北
帯
力
制
川
挺
附

金輔
羊
倒
育
拠
附
山
劃

血
前
額
隣
人
及
川
型
地
費
削
助

樹
首
養
成
北
拙
助

*
描
卯
帖
哨
雌
補
助
費

ド
小
出
置
の
原
楠
岡
及
採
稲
岡
純
瞥

，
助
成
金

自
作
雌
維
持
創
設
費
削
凶

共
同
繭
宕
山
北
北
岡
乾
繭
誕
世

助
成
金

原
寄
精
製
誼
配
刊
町
仙
助

桑
闘
改
且
奨
励
廿
柿
助

査
病
散
防
相
官
柿
叫

糠
識
改
良
雄
附
設

林
業
共
同
施
設
奨
附
設

股

宛

我
が
闘
の
地
方
針
闘
昨
制
助
制
肱

闘
枕
徴
収
品
置
に
闘
す
る
補
刷

At
一宗、ロロ己

一同士山、口白{}

一九一一
J
一A
同

ハ也、吾一一口

回一、
A

岡山門

戸五七、』主也

=一、口口ロ

ヨ一
J
日口

一一一向、一一一五

七

、
主£

一一七、一言口

A
由、屯九九

干
円
、
省
合

一旦[]、(}午(]

宍、口口口

一吾一、主主

古口回、合白

一千唱、口口口

一三」一宗口

一
主
、
コ
き

一七、七九一

一目-、里
Tt

漁
議
共
同
施
設
塊
帥
費

一
主
叫
食
向
島
庫
物
改
良
柑
殖
興

一

助

費

一
良
事
試
験
場
市
習
所
袖
山

一
本
位
試
験
坊
誹
習
所
柿
助

一
工
業
試
験
場
講
習
所
副
助

草
川
世
輸
出
品
検
査
費
補
助

*
地
方
農
林
統
計
引
制
助

ネ
地
方
向
工
統
計
制
査
出
品
柿
助

下
組
鹿
合
技
術
園
施
設
提
胤
企

都
十
蛾
遣
に
附
す
る
経
費
白
柿
助

錨
道
H
A
軌

道

助

成

費

号

耳

、

品

百

三

第
十
一
長
山
他
の
補
助
金

野

犬

桔

消

費

補

助

さ

、

口

口

己

府

蝉

情

刑

干

樹

齢

一

一

、

口

蓋

乙
市
町
村
に
劃
す
る
問
時
柿
助
金

第
一
教
育
費
に
闘
す
る
補
助

青
年
訓
練
費
拙
助

小
血
中
校
敬
目
俸
給
分
抱
企

小
船
校
数
育
担
問
叩
助

小
笠
原
品
敬
育
費
補
助

第
二

五
A 

g 

【一角
A
、
曲
目
u
A

昌口、一一己主

一七、
Da一一

一宜、口口
A

一一-一、同九且

ゴ一一七昔、一九口

一九且、記百

五口一、也
D
O

一口口、{]リ口

也旦、口口口、ロロ口

一一、口口白、口口口

一、比一五

第
二
十

E
巷

闘
枕
徴
牧
克
付
金

費主

本
泊
先
に
闘
す
る
補
地
(
上
水
道
の
茸
)

缶
、
司
主
J
一元

函
館
市
水
道
費
削
刷

釧
路
市
本
也
抗
仙
助

小
栂
市
水
道
費
削
助

東
京
市
水
泣
史
的
助

東
京
府
泣
昔
川
水
池
費
仙
川
助

東
京
府
江
戸
川
上
本
町
村
組
合

水
池
逗
袖
山

東
京
府
立
玉
水
泣
町
村
組
合
水

道
投
補
助

京
都
市
水
道
費
削
助

大
阪
市
水
道
費
補
助

川
崎
市
水
泊
費
仙
助

長
崎
市
本
泣
費
補
助

佐
世
保
市
ぷ
泊
山
由
細
則

長
崎
際
大
村
町
水
泊
費
柿
助

長
岡
市
水
道
技
術
助

高
旧
市
水
道
費
補
助

前
崎
市
水
道
裂
仙
助

津
市
水
滋
賀
補
帥

松
本
市
水
泊
費
柑
地

上
岡
市
水
道
費
制
助

嗣
島
市
水
泣
費
補
助

O 

第
"-r、
!a 

五

一、包口

四、口口口

一、口(]口

同一口、口口口

島、口口口

口、

g
o

一、口()口

一口口、口一山口】一一口口

同口ュ、白日ロ

一、口一口
】一口口

五、口口口

=、口口口
豆一〕〔}

-一、口口口

E
口、ロロロ

-一(〕、口口{]

吾、

g
o
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説

苑

我
が
岡
田
地
方
費
岡
山
補
助
制
度

郡
山
市
水
泊
費
補
助

制
品
麻
若
品
市
水
池
山
武
術
山

背
車
軸
肱
五
所
川
原
町
本
泣
資
制

'ha ょ秩
同
市
水
道
北
側
助

耐
引
市
水
道
投
補
助

品
取
蝉
米
子
町
水
道
技
術
助

岡
山
市
水
泣
批
仙
助

腕
山
市
本
泣
投
補
助

制
山
市
水
泊
費
削
山

路
道
市
水
泣
費
補
助

下
闘
市
水
道
費
柑
刷

宇
部
市
水
道
費
制
刷

和
歌
山
市
北
遊
説
副
副

総
品
市
水
道
費
州
叫

丸
亀
市
水
道
費
補
助

中
和
島
市
水
道
費
州
地

高
知
市
水
道
変
仙
凶

刷
附
腕
若
松
市
水
泣
持
仙
山

A
留
米
市
本
泊
費
削
助

耐
岡
山
脚
飯
塚
町
水
道
費
補
則

大
分
市
水
道
費
補
則

瑚
府
市
本
泣
費
柿
叫

L
A
分
鵬
巾
津
町
本
泊
費
削
助

ュ、口口{〕

A

口、口口口
-一日〔〕

一、{〕
O
J
〕

八口、口口口

ヨ一、口口口

ュ、口口己

-5
、口口。

=、口口口

八己、口口口

一一、ロロロ

ニ、口口口

ニ、口口口

君、

8
0

ュ、口

8
2

口ロ
コロロ

コロ己一呂ロ

ヒ
東
京
府
千
駄
ヶ
谷
町
水
道
費
袖

z
h
 

ー
*
東
京
府
背
栴
町
水
道
技
術
叫

ニ
口
口
一

一
市
姫
路
市
水
泊
代
初
助

一
*
長
崎
賑
昨
年
町
水
道
批
袖
山

一
ネ
新
均
麻
新
境
川
町
水
泊
費
削
助

一
*
群
馬
脚
拍
同
町
水
道
北
抽
出

ド
虫
崎
市
水
泣
批
仙
助

一
ぉ
静
附
市
木
泊
品
日
仙
剛
山

一
ド
副
松
市
水
泊
費
抑
制

一
k
耐
水
市
水
池
山
珂
袖
山

一
*
静
岡
山
師
伊
取
町
水
泣
技
術
叫

↑
ド
長
野
郎
上
諏
訪
町
本
泊
費
削
山

一
k
H帥
山
蹴
出
町
水
泊
費
柿
拙

ヰ
一
山
知
脚
脚
調
崎
町
水
道
費
補
助

一
*
大
牛
川
市
水
地
品
目
仰
山

斗
吋
八
附
市
水
道
持
制
助

J
4
M
 

鵠
町
凹

一、口一]口-一一口口

第
二
十
五
巻

水
逝
却
に
闘
す
る
補
助
(
下
水
道
白
分
)

札
幌
市
下
水
誼
費
制
叫

京
京
市
下
水
泊
費
柑
拙

車
京
府
千
佐
川
下
水
泊
費
鮒
地

束
京
府
大
崎
町
下
水
道
貨
鮒
助

一口回、耳ロロ

星、口口口

三
‘
口
白
(
〕

一

大

限

市

下

水

道

費

補

助

一

、

邑

口

一
長
岡
市
下
水
車
柿
助

3
8

一

津

市

下

水

泣

却

袖

山

-

司

、

g
D

一
三
首
脳
富
捌
原
町
下
水
泣
川
北
側
.

一
h

-

5

0

一

即

時

市

下

水

泊

技

術

凶

ュ

、

口

口

口

一

静

岡

市

下

水

泊

費

削

凶

弓

8
0

仙

盛

市

下

水

泊

費

補

助

一

、

g
口

制
阿
麟
若
松
山
下
水
町
叩
柿
山
一
回
、
口
己
口

一

小

倉

市

下

車

泊

淀

川

剛

山

一

、

g
D

一
大
分
市
下
水
沼
山
出
補
助
一
口
、
口
口
己

一
三
五
醐
胴
上
町
町
下
水

A
戎

補

助

一

、

gロ

一
一
本
一
川
町
市
下
水
泡
持
制
山
一
、
口
口
口

第
五
挺
害
並
び
に
復
興
に
附
す
る

蜘
費
山
山
刷
助

復

興

事

業

前

刺

子

仙

助

足

、
A

一点、
A
E
D

一
第
六
固
有
土
地
所
高
市
町
村
に
謝

一

す

る

岡

山

伴

走

付

金

市
町
剥
助
成
金

Z

三
、
邑
口

一
第
七
枇
曾
事
業
其
他
に
胸
す
る
組

笹
田
柿
助

一
職
業
紹
介
所
設
柿
助

一
地
租
名
寄
雌
盤
刷
費
補
地

一
抗
試
市
枕
柿
助

O 
~~ 

第
六
観

一、口口口
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以
上
は
、
地
方
財
政
に
封
す
る
岡
庫
補
助
金
に
就
き
、
そ
の
金
額
並
び
に
費
目
の
性
質
よ
ム
リ
槻
工
、
主
要
な
る

も
の
を
掲
げ
た
も
の
で
ゐ
る
が
、
今
、
右
に
嬢
h
て
、
各
費
目
に
劃
す
る
配
分
割
合
を
概
算
す
る
に
次
の
如
〈
で

あ
る
。

仙
川
助
抗
日

治

水

批

袖

山

港
時
修
築
費
補
地

静

務

費

柿

刷

術

止

費

補

助

停

泊

表

闘
肺
補
助
金
目
費
目
別
配
分

回
-補

地
金
額

一
、
日
目
〕
一
、
耳
口
口

一J4一一一豆、

ou口

一
世
、
一
一
三
品
J
一
証
一
一

一、号一吉一一、古旦口

道
府
臓
に
劃
す
る
岡
山
仙
助
金
の
費
目
別
問
骨

百
分
比

=
出

コロ

H-一
日V

A
F

一

州

助

訓

同

一
敬
青
山
叫
仙
助

一
枇
脅
事
業
費
補
助

一
災
害
観
脅
費
削
助

-

糊

業

技

補

助

補
助
金
制

五
、
=
一
問
、
口
百
口

吾
二
、
七
百

き
、
完
缶
、
八
一
一
七

七
、
向
し
主
、
五
口
九

百
分
比

口
・
回
同

老
M
P

A
出

一

制

助

費

日

一

銭

泊

費

仙

岬

一

そ

白

他

一

合

計

制
助
金
額

喜
一
点
、
九
百
号
一

z
，
一
一
昔
一
、
当
主
H

A
A
、
同
耳
元
、
九
回
昔

百
分
比

口
・
省
出

ユ
同

一
司
口
出

右
を
観
る
に
、
災
害
復
奮
設
は
金
補
助
額
の
宇
ば
以
上
を
占
め
て
ゐ
る
が
、
今
、
姑
〈
か
〈
の
如
き
臨
時
的
の

も
の
を
除
り
ば
、
警
察
費
補
助
最
も
多
く
、
糊
業
教
育
へ
の
補
助
之
に
衣
向
、
。
枇
曾
事
業
補
助
の
如
き
は
己
る
に

足
ら
凶
程
度
で
あ
る
。
右
の
中
、
糊
業
山
賀
補
助
は
府
騒
を
遁
じ
て
市
町
村
に
奥
へ
ら
る
、
も
の
を
も
合
む
が
放

に
、
府
麟
へ
の
補
助
の
み
を
算
す
れ
ば
、
更
に
そ
の
比
率
は
少
(
な
る
の
で
ゐ
る
。
兎
に
角
、
こ
れ
に
よ
り

τ府

勝
行
政
の
中
・
い
か
な
る
も
の
が
多
〈
の
岡
家
的
援
助
を
う
げ
て
ゐ
る
か
を
知
b
う
る
。
究
仁
市
町
村
に
釣
す
る

場
合
を
み
る
に
、

股

{乙)

市
向
村
に
劃
す
る
醐
費
柿
拙
告
の
費
目
別
配
分

苑

我
が
国
自
地
方
費
闘
賄
補
助
制
度

第
二
十
五
磐

。
五

第
六
観

ーと
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詑

我
が
園
内
地
方
費
闘
廟
補
助
制
度

第
二
十
五
巻

静
六
鵠

入

O 
占/、

苑

補
助
費
回

数
青
山
賀
補
助

闘
枯
徴
肱
交
付
金

水

泣

費

州

出

補
助
金
額

骨
量
二
口
-
、
自
z一角

者、ロ
J
Z
J
一一足

一、均一品、口口(〕

百
分
比

金
M
N

A
M戸

7
主
持

補
地
金
制
百
八
宮
比

五、晶一向、
A
口

口

内

出

呈ニ、

-a口
口
主
再

一、胃一向、
J

官
日
正
一
回

百
分
比

己
口
一
向

一

補

助

費

目

一
史
害
復
興
費
柿
助

一
市
町
村
助
成
金

一
枇
合
事
業
技
共
他

補
助
費
目

告

計

補
助
金
額

室
、
呂
晶
、
話
一
一

で
あ
る
o

最
も
糊
業
費
補
助
は
府
騒
へ
の
補
助
に
包
括
さ
れ
て
ゐ
る
が
依
に
滋
に
は
現
は
れ
て
ゐ
な
い
。
き
て
右

に
擦
る
に
、
町
村
に
艶
『
る
岡
庫
補
助
金
総
額

ω中
、
八
三
%
ま
で
が
殺
育
費
制
助
な
る
こ
ご
を
知
る
o

次
は
図

枕
徴
牧
交
付
金

ω入
折
、
二
者
合

Lτ
九
一
折
ご
な
る
。
き
れ
ば
市
村
町
へ
の
国
庫
補
助
金
は
主
ピ
し

τ、
岡
家

か
ら
市
町
村
に
委
任
せ
ら
れ
た
る
国
家
的
職
分
に
件
ム
経
費
的
補
助
で
あ
っ

τ、
市
町
村
の
回
有
事
務
の
経
費
へ

の
補
助
正
し

τは
水
道
費
の
補
助
位
に
止
h
、
枇
曾
事
業
費
の
補
助
の
如
=
殆
ど
い
ふ
に
足
ら
守
、
而
も
そ
の
割

合
は
府
麟
に
於
け
る
場
合
よ
り
真
に
低
い
。

第
六
、
地
方
費
問
庫
補
助
金
の
配
分
標
準

地
方
曲
賞
周
庫
補
助
金
の
我
が
岡
地
方
財
政
上
に
於
り
る
重
要
品
に
就

τは
、
上
に
そ
の
一
端
を
過
ぺ
作
る
如
〈

な
る
が
、
次
に
然
ら
ば
そ
れ
ら
の
岡
庫
補
助
金
が
現
に
い
か
な
る
標
準
に
基
い
て
、
各
地
方
政
府
に
配
分
せ
ら
れ

τゐ
る
か
を
通
事
へ
ね
ば
な
ら
抑
制
。
吾
人
は
先
づ
個
々
の
補
助
金
に
就
て
通
ぶ
る
に
先
立
ち
て
、
そ
の
一
般
を
過
ぺ

ん
に
、
阪
に
前
に
も
一
言
せ
る
如
〈
、
我
が
岡
に
は
一
般
的
経
費
を
補
助
の
謝
象
正
す
る
一
般
的
補
助
金

ω制
度

は
な
〈
、
必
す
特
定
の
粧
品
質
を
調
象
正
し
て
補
助
を
な
す
制
度
を
古
っ
て
ゐ
る
の
で
ゐ
る
o

然
も
，
ぞ
れ
ら
特
定
経

費
の
た
め
に
は
き
る
よ
仰
助
は
、
営
該
経
費

ω額
に
比
例
す
る
所
の
所
調
比
例
的
配
分
法
を
ピ
り
、
確
定
額
を
配

分
す
る
方
訟
を

t
っ
て
ゐ
な
い
。
之
を
要
す
る
仁
、
わ
が
闘
の
地
方
費
四
四
庫
補
助
の
配
分
は
、
特
定
目
的
の
地
方

" 唱"'!II ; ~ 



経
費
の
錦
に
、

-
』
の
原

そ
の
経
費
の
額
に
比
例
し
て
な
さ
る
、
を
原
則
・
己
し
、
唯
ゐ
る
樟
の
補
助
金
じ
就
て
は
、

則
に
地
方
負
携
の
職
重
を
掛
酌

L
τ
ゐ
る
の
で
あ
る
o

以
下
、
主
要
な
る
倒
々
の
国
庫
補
助
金
の
配
分
に
就

τ
そ

の
瓶
要
を
越
ぺ
る
こ
ご
、
す
る
。

第
一
国
庫
下
波
金
の
配
分
周
準

閥
庫
下
波
金
は
道
府
脈
じ
制
到
す
る
も
の
ご
、
市
町
村
に
劃
す
る
も
め
ご
じ

分
れ
る
。

什
府
麟
枇
官
官
官
費
に
封
ナ
る
も
由
抽
方
枇
官
官
常
設
は
今
日
、
泣
府
臓
と
闘
悼
と
の
辿
帯
主
排
と
な
っ
て
ゐ
る
が
、
そ
れ
は
艇
に
明
抽
十
回
年
に
妨

ま
い
事
部
時
々
の
政
一
k
k
制
て
今
H
M
に
A
ん
て
ゐ
る
o

而
し
て
、
園
山
が
補
助
金
下
桃
山
一
劃
象
と
し
て
ゐ
る
地
主
貯
蓄
れ
と
い
ふ
白
目
、
一
般
静

接
投
並
び
に
粧
品
鴎
合
目
建
築
修
締
費
に
し
て
・
そ
白
州
地
の
創
合
は
東
京
府
に
品
目
で
は
そ
の
組
組
費
の
十
分
四
六
、
大
限
府
に
て
は
十
分
自
一
子

五
、
沖
川
棚
脚
酬
を
陪
(
共
他
自
伯
腕
は
六
分
。
一
で
あ
る
。

吋
市
町
村
内
義
務
敬
育
費
に
針
す
る
も
の
市
町
村
山
義
務
政
宵
先
に
封
す
る
岡
市
納
山
は
大
正
ヒ
年
度
に
拍
ま
り
、
同
咋
負
摘
は
最
初
一
干

高
岡
な
り
し
が
、
大
正
十
二
年
度
よ
り
は
四
千
南
側
に
哨
制
し
、
更
に
大
正
十
E
年
度
に
は
七
千
高
闘
に
、
昭
和
二
年
度
よ
り
は
七
千
百
~
円
高
闘
に

晴
樹
せ
ら
る
h

に
至
っ
た
。
今
そ
O
闘
賄
負
措
金
自
問
分
訟
を
み
る
に
、
組
側
の
十
分
自
一
以
内
を
費
力
其
他
の
事
情
に
依
り
て
品
要
な
り
之
留
め

た
所
調
貧
弱
町
村
に
配
叫
し
、
其
残
額
三
一
一
分
自
ニ
は
市
町
村
に
、
仙
の
一
一
一
分
自
一
は
投
力
共
他
的
事
情
に
依
り
て
品
川
百
あ
リ
と
盟
む
る
市
に
謝
し

て
交
付
す
る
も
の
を
陥
き
て
時
四
割
E
町
村
に
配
分
す
る
も
?
と
な
す
o

而
し
て
そ
の
配
分
β
、
各
宇
紙
寺
削
年
六
月
一
日
に
於
け
る
市
町
村
立
草
常

小
単
校
白
歌
貝
駄
に
、
他
山
中
額
を
前
年
六
月
一
日

ι於
け
る
市
町
村
の
就
串
鬼
武
般
に
比
制
し
て
な
さ
る
誌
も
?
と
す
る
。

J

川
市
町
村
立
小
単
校
歌
員
費
一
に
針
す
も
る
「
小
町
村
立
小
島
校
教
育
費
凶
咋
負
掠
怯
」
に
娘
れ
は
、
前
越
の
義
務
教
育
世
白
叫
叫
に
・
剛
山
は

市
町
村
立
小
事
校
費
を
補
地
し
、
そ
れ
は
、
市
町
村
立
小
早
校
歌
貝
白
年
功
加
俸
及
び
市
町
村
立
尋
常
小
早
校
敬
員
四
特
別
加
俸
に
充
て
ら
る
誌
も

由
と
な
っ
て
ゐ
る
o
そ
の
地
方
的
配
分
を
腕
る
に
、
一
半
は
市
町
村
立
小
単
校
の
本
科
正
数
民
般
に
、
他
町
一
半
は
右
目
中
、
五
年
以
上
同
一
昨
酪

内
に
勘
続
せ
る
者
。
勘
に
各
々
比
冊
し
て
皿
賦
き
る
L

も
白
と
な
す
。
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設

第
二
十
五
巻

「
一
年
現
在
小
型
校
役
員
俸
給
費
闘
庫
負
措
法
」
に
撮
り
、
市
町
村
立
小
串
校
歌
良
に
し
て
一
年
現

苑

我
が
鴎
白
地
方
費
闘
庫
補
助
制
度

役
兵
と
し
て
現
位
巾
の
俸
給

uaに
、
市
町
村
に
於
て
同
盟
す
る
蝿
曲
目
は
之
を
岡
山
由
負
措
と
な
す
。

一
年
現
役
小
摺
校
敬
貝
俸
軸
費
下
雄
金

O 
J、

第
六
掛

O 

第
二
園
稽
徴
収
交
付
金
の
配
分
探
準
現
行
「
岡
税
徴
牧
法
L

に
除

μ
ば
、
市
町
村
は
そ
の
市
町
村
の
地
租
及

び
勅
A
?
を
以
て
命
じ
た
る
困
税
を
徴
牧

L
て
、
閥
胞
に
法
違
す
ぺ
き
義
務
を
負
は
せ
ら
る
、
に
制
到
し
、
岡
市
坪
は
又

市
町
村
に
謝

L
て
号
の
図
枕
徴
牧
費
を
代
償
す
る
意
味
に
於

τ
一
定

ω
金
額
を
交
付
し
て
ゐ
る
、
之
れ
卸
も
蕊
じ

い
ふ
所
の
園
枇
徴
股
-
交
付
金
で
あ
る
。
而

L
て
今
毛
の
配
分
を
み
る
に
、
閥
席
は
市
町
村
に
劃

Lτ
一
其
の
徴
収

金
額
の
汀
分
の
三
に
相
嘗
す
る
金
額
、
及
び
二
納
税
告
知
書
一
通
に
付
武
鑓
の
割
合
を
以
て
計
算
せ
る
金
額
を
交

付
す
る
-
』
ご
に
な
っ
て
ゐ
る
。

第
三
其
他
の
檎
助
金
(
狭
義
)
の
分
配
標
準
悶
伸
下
波
金
・
闘
税
徴
牧
交
付
金
以
外
的
補
助
金
を
翻
る
に
、

治
水
・
水
道
・
港
臨
時
・
修
築
・
道
路
・
警
察
・
衛
生
・
致
育
・
刷
食
事
業
・
災
害
救
助
・
糊
業
・
餓
道
等
諸
般
の
費
目
に
目
一
h
、

而
も
ア
ぞ
れ
等

ω各
費
目
は
夏
に
幾
何
か
の
小
費
目
に
品
川
れ
て
ゐ
る
o

今
そ
れ
ら
の
小
費
目
に
謝
す
る
図
庫
補
助
の

一
一
仁
就
て
、
そ
の
配
分
棋
準
を
逃
よ
る
こ
と
は
‘
煩
に
過
「
る
が
故
に
重
要
な
る
も
の
一
一
一
に
枕
て
例
を
越
ぷ

る
に
止
ま
ち
、
他
は
概
括
的
に
之
を
遮
よ
る
こ
正
、
す
る
。
抑
も
補
助
金
(
脚
抗
議
)
仁
は
、
治
A

叩
の
根
醸
の
あ
る
も

の
ご
、
間
中
に
沿
革
的
歴
史
的
の
も
の
ぜ
あ
る
事
は
前
に
も
一
言
せ

L
如
〈
で
あ
る
法
令
の
根
捺

ωあ
る
補
助
金
に

は
、
毛
の
配
分
様
準
を
も
法
文
上
に
明
に
し
て
ゐ
る
の
を
常
ピ
す
る
が
、
治
草
的
歴
史
的
の
補
助
金
に
は
、
勿
論
、

そ
の
配
分
標
準
に
就

τの
法
規
は
存
せ
ぬ
。

一一一

(ィ)

法
令
上
山
松
山
肱
あ
る
制
訓
告
自
配
分
棋
時

世
〈
羽
田
根
鰍
晶
る
制
助
金
の
例
目
、
倒
之
、
砂
防
工
事
費
削
叫
・
悼
染
病
問
防
費
補
山
・
泣
路
改

，ー
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n
A
費
補
助
・
職
業
相
介
所
批
柿
助
等
劃
ふ
る
に
退
な
い
。
而
し
て
柿
助
金
配
分
棋
中
を
み
る
に
、
砂
防
工
事
に
要
す
る
山
江
川
に
謝
し
て
は
、
岡
山
仲
は

そ
白
工
費
地
算

ω
一
分
自
二
以
内
に
於
て
之
を
仙
助
す
る
量
得
、
悼
染
哨
山
中
、
結
核
珠
防
山
た
め
に
、
市
町
村
山
か
結
核
擁
護
聞
を
設
置
せ
ざ
る
べ

か
ら

f
る
叫
告
に
は
、
岡
家
は
そ
の
肺
結
保
護
所
に
附
し
て
、
公
共
闘
世
山
支
出
せ
る
制
曲
目
の
六
分
自
↑
乃
歪
二
分
自
一
を
州
地
す
る
も
の
ー
と
な

L
、
道
路
の
新
設
U
A
H

改
築
に
製
す
る
曲
目
川
山
岡
山
柿
助
は
、
胤
刷
と
し
て
、
凶
泊
。
場
合
は
、
そ
の
二
分
自
一
、
府
腕
逝
山
場
合
は
そ
の
三
分
自

-
と
な
す
。
其
白
他
多
〈
山
場
合
、
岡
山
即
の
補
助
は
、
常
訟
判
叫
江
町
一
線
制
に
比
例
し
て
問
分
せ
ら
る

L
E常
と
す
る

い
歴
史
的
柑
革
的
自
閥
附
補
助
金
自
配
分
標
準
法
令
上
の
根
械
な
(
、
歴
史
的
拍
草
的
に
闘
附
か
ら
柿
助
を
な
し
て
ゐ
る
も
の
は
、
例
之
、

上
水
遊
技
術
山
・
下
水
道
費
補
助
・
港
時
修
築
費
補
則
牲
は
段
も
著
し
い
例
て
あ
る
。
こ
れ
年
目
柿
助
金
山
配
分
は
、
法
却
の
掠
る
所
な
し
と
雌
も
、

同
政
者
内
務
官
に

4

寄
せ
ら
る
h

も
の
に
非
ず
、
↓
定
内
市
革
的
自
制
準
か
存
し
て
ゐ
る
。
卸
ち
、

k
水
道
費
目
仙
山
は
、
市
町
付
皆
上
水
道
。
布
院

又
は
蛸
蹴
に
支
出
す
る
工
事
裂
の
凹
分
自
一
軒
、
又
、
下
水
池
品
引
の
補
助
は
、
同
じ
〈
そ
の
布
設
改
具
に
製
す
る
工
事
品
目
由
一
一
-
h
u
u
J
を
、
共
に
前

年
間
に
分
割
し
て
交
付
し
て
ゐ
る
加
き
之
て
あ
る
。
そ
の
他

ω
も
山
り
に
就
て
も
、
法
ら
〈
向
島
市
か
山
蒋
期
的
目
標
曜
を
有
し
て
ゐ
る
で
あ
ら
う
。

き
て
、
吾
人
は
以
上
に
於

τ、
悶
庫
補
助
金

ω抽
象
的
な
配
分
標
準
を
述
べ
た
o
併
し
、
夫
が
現
賞
に
各
地
方

財
政
に
如
何
時
四
に
配
分
せ
ら
れ
て
ゐ
る
か
ご
い
ふ
ゆ
』
ピ
ご
は
、
又
、
自
ら
別
の
問
題
で
あ
'
Q
O

滋
に
於

τか
、
岡

山
郎
補
助
金
の
地
方
的
配
分
を
み
な
け
れ
ば
な
ら
心
。

第
七
、
地
方
費
国
庫
補
助
金
の
地
方
的
配
分

地
方
費
閥
庫
補
助
金
の
地
方
的
配
分
の
貫
際
を
明
に
す
る
に
も
、
繍
々
の
立
場
か
ら
な
さ
れ
う
る
で
あ
ら
う
。

併
し
、
五
百
人
は
、
各
地
方

ω租
税
負
搬
に
劃
し
て
、
夫
が
如
何
な
る
割
合
に
配
分
せ
ら
れ
て
ゐ
る
か
を
観
る
を
以

て
、
最
も
妥
嘗
な
る
一
見
方
と
考
へ
る
。
蓋
し
、
補
助
金
に
は
禄
々
の
も
の
が
ゐ
り
て
、
必
す
し
も
同
一
的
目
的

を
有
し
な
い
V

が
、
ぞ
の
配
分
に
嘗
h
て
は
、
何
れ
も
、
第
一
次
的
に
、
或
は
少
〈
ご
も
第
二
次
的
に
地
方
負
婚
の

蹴

苑

我
が
岡
田
地
方
費
閣
時
柿
助
制
度

第
二
十
五
巻
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設

苑

O 

我
が
閣
の
地
方
費
闘
陣
補
助
制
度

第
二
十
五
巻

第
六
捜

ー一一

均
衡
を
目
様
ご
せ
ゴ
る
も
の
は
な
、
叉
、
し
が
あ
る
ぺ
き
も
の
で
め
る
。
若
し
、
補
助
金

ω配
分
が
、
地
方
負

捻
り
重
き
甲
市
に
務
〈
、
地
方
負
借
り
軽
き
乙
市
仁
厚
き
が
如
き
-
}
れ
ゐ
ら
ば
、
補
助
金
配
分
の
会
正
を
破
h
、

今
目
的
財
政
蝕
系
仁
於
て
、
少
〈
正
も
そ
の
牧
入
方
面
に
於

τ各
財
政
聞
の
統
一
的
調
節
を
は
か
ら
ん
己
ず
る
国

庫
補
助
金
制
度
の
存
在
理
由
を
失
ム
も
の
古
い
は
ね
ば
な
ら
凶
か
ら
で
あ
る
心
か
〈
て
吾
人
は
悶
庫
補
助
金
の
配

分
を
観
る
仁
嘗
・

1
各
府
豚
・
市
・
町
村
聞
の
負
擦
を
比
較
せ
ざ
る
を
え

F
る
に
至
っ
た
。
併
し
之
を
明
に
す
る
に

は
、
各
府
聯
・
市
・
町
村
の
所
得
(
H

目
。
目
。
)
若
〈
は
宮
(
巧
B
-
B
)
己
現
在
の
負
槍
ご
の
関
係
を
み

F
る
べ
か
ら

争
、
又
、
他
面
に
は
、
地
方
税
が
枇
曾
階
級
聞
に
如
何
に
配
分
せ
ら
れ
て
ゐ
る
か
を
明
に
せ
な
げ
れ
ば
な
ら
ぬ
。

地
方
負
捻
山
比
較
ぞ
れ
自
身
は
一
ー
大
な
る
研
究
問
題
に
属
す
る
o

か
〈
の
如
き
線
本
問
題
に
抑
制
る
こ
ご
は
容
易

の
業
に
非
る
が
故
に
、
便
宜
の
た
め
に
、
各
地
方
的
税
牧
入
を
以
て
地
方
負
檎
吉
見
倣
し
て
、
補
助
金
ご
の
比
率

を
求
む
る
ニ
正
、

L
た。

第

六

者

咽
市

沿
牝
入
に
到
す
る
凶
脂
補
助
金
の
制
骨

(イ)

泣
府
蹴
の
柚
牧
入
に
謝
す
る
問
山
補
助
金
の
割
合
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比
率
・
の
級
に
分
て
は
次

ω如
し
。

吋

五

両

i

|
一
O
出
に
屈
す
る
も
山
青
森
・
岩
手
・
枇
同
・
嗣
品
・
茨
蛾
・
料
品
・
埼
玉
・
千
葉
・
新
潟
・
富
山
・
石
川
・
耐
升
・
山
梨
・
長
田
・
岐
阜
・
愛

知
訂
一
平
滋
賀
・
宣
・
和
紙
山
・
立
・
目
・
官
・
徳
島
・
香
川
・
霊
-
酬
同
・
佐
到
・
長
崎
・
熊
本
・
大
分
・
宮
崎
山
=
一
十
三
時

何
一
一
回
|
|
ニ

O
M
K属
す
る
も
の
北
海
道
・
宮
城
・
山
形
・
栃
木
・
静
岡
・
京
都
・
兵
剛
・
山
日
・
胤
児
島
の
一
府
一
府
士
山
腕
。

け

大

阪

・

高

知

白

一

府

-

断

。

A
U
 

一一一一

三
一
再
以
上

二
一
河
上
ゆ
=
一

O
出
ま
で

東
京
・
帥
奈
川
・
鳥
取
・
沖
細
血
一
府
三
麟
で
あ
る
。

設

苑

我
が
闘
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地
方
費
闘
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補
助
制
度

停
二
十
五
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第
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設

宛

政
が
凶
目
地
方
費
園
出
補
助
制
度

第
二
十

K
魯

ーー

第
六
挽

~'I 

夏
に
之
を
地
方
医
別
に
す
れ
ば
、
関
東
五
入

μ.
北
海
道
一
入
，
持
、
近
畿
一
五
，
折
、
中
倒
ご
ニ

μ
、
本
州
中
部

及
び
四
国
は
一
%
、
奥
朝
刊
・
九
州
は
九
%
、
北
陸
は
八
%
に
て
、
関
東
地
方
へ
は
他
の
地
方
一
肱
に
比

L
て
驚
〈
。
へ

き
多
〈
の
割
合
の
補
助
金
の
詮
が
れ
て
ゐ
る
司
、
ご
を
知
る
。
次
以
北
海
道
を
除
げ
ば
近
畿
地
方
が
最
も
多
い
。
補

助
金
が
協
来
Z
近
畿
地
力
に
多
い
芭
い
ふ
ニ
ピ
は
政
治
資
業
的
中
心
が
こ
れ
ら
の
地
方
に
あ
る
こ
正
Z
-密
接
な
閲

係
を
有
す
る
も
の
さ
推
定
す
イ
き
理
由
が
ゐ
る
。
こ
れ
仁
就
て
は
夏
に
市
町
村
へ
の
締
助
金
の
地
方
的
配
分
を
槻

察
し
て
み
な
げ
れ
ば
な
ち
ぬ
。
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一

主一円、也品包

垣、
ntrm、均一一一

一
品
、
主
=

一言一、一一也也

省
悩
、
匂
円
ニ

一
一
己
、
一
誠
司

一A
J
一一会

一主一、占内一

一一回、『舎一

月九
J
幸
四

-豆、
Z
山正

茸昌一一、七王国

A
F
ニ
十
五
巻
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山勉 4生島

き
回
、
内
喜
一

国間口、告岡山一日

ニロ目、
A
史

亘
口
回
、
告
三

↓一」三、吾一五

一一晶一戸、骨
L

晶玉

喜
一
先

J
=晶

一一、匂四回、一己三

一
、
同
型
、
一
口
同

塑
】
亘
、
正
一
正

hv致
、
屯
且
内

耳』目立、同単一一

五七三、↓
Z
古川

昌同
A
、昌一叫一

回
翌
二
一
口

-
一
一
占
、
室
内

-一吉一己、弓九一

一、一四一

z
J豆
九

回同問、一一口単

一
、
口
岳
山
、
ロ
ル
九

一五一昌、
h
u
J
一

司一己点、民国同

五
百
円
九
八
己

恭
一
ハ
蹴

六
回
、
均
三

回口、当]一一

一A
J一口五

回一、包丸一一

一
八
、
金
一

コ
昔
、
金
四

回
品
、
九
百
九

↓互
d

、d
h回

n
省
、
軍
一
同

均
四
、
口

hz

k

見
、
宜
一
五

百=一、=一一一

室
、
A
一九

一九也
J
Z
A
一一

一
中
堅
、
一
室一

一
品
、
川
角
田

-
豆
、
九
回
百

一百一口、
D
A一一

着、
八
一
、
叫
三

一
千
九
、
豆
豆

一石、岡田一

=
z
J
Z回
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コ
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凪都
Jl. 
品披

詑

~ 

我
が
砲
の
地
方
説
岡
出
補
助
制
度

第

腕

-
百
三
、
内
コ
百

八合一、白山岡

ニ岡、
A
附己

点問、し吉云

第
二
十
五
巻

四

..， cコ

首那

ニ一掃さ註八

回八、ニ-己

一口、口一豆、
h

豆一

一一出、車史、司王五

旦朝

* 
主主

三三

骨 Ij、
計計

右
を
比
率
的
階
級
に
分
て
ば
弐
の
如
し
。

~J、一、田口、
Z
E
E
-

円七三三孟一、口五七

四-

Z三"'-

)
 

'
川
、
五
戸
ー
ー
一

O
再
に
凪
す
る
も
貯

越
・
千
業
・
新
潟
・
長
附
・
砧
町
・
諸
山
・
一
品
川
・
金
問
・
剛
山
-
U
M
酎
・
岐
阜
・
大
岨
・
凶
松
・
焔
枠
・
虫
椛
・
同
崎
・
一
官
・
枠
・
山
日
市
・
宇
拍
山
町
・
堺
・
岸
和
四
・

川
即
時
。
尼
崎
。
明
石
・
阿
古
・
奈
品
・
品
川
帆
・
松
打
・
川
山
・
山
仰
向
・
凡
泣
・
央
・
刷
山
・
下
山
・
宇
部
・
高
松
・
4
A
幽
・
松
山
・
今
拍
・
宇
和
山
・
両
知
・
刷
岡
・
門
司
・
小

札
幌
・
小
綿
・
砿
刷
・
古
称
・
盛
岡
・
仙
溢

E

秋
川
・
山
形
・
米
韓
・
鶴
岡
・
水
戸
・
足
利
・
前
橋
工
向
崎
・
桐
生
・
川

倉
・
戸
川
・
長
崎
・
位
世
保
・
熊
本
・
宮
崎
・
制
批
・
血
品
山
由
六
十
ヒ
市
。

仲

一

一

回

l

|
二
O
%に
凪
す
る
も
の
函
館
・
出
胸
・
釧
路
・
胴
山
・
郡
山
・
宇
都
宮
・
λ
主
子
・
川
崎
・
刷
井
・
絡
事
・
土
問
・
静
岡
・
前
水
・
名
古
屋
・

大
津
・
京
都
・
大
臥
・
神
戸
・
和
紙
山
・
他
山
・
孔
情
本
・
若
松
・
佐
賀
・
大
分
・
別
的
・
那
刺
山
二
十
六
市
。

い

旭

川

・

首

型

由

子

市

。

d
 

二一

%
i
l三
O
%に
屈
す
る
也
の

。
出
以
上
に
屈
す
る
も
の

若
松
・
取
直
・
杭
附
・
杭
創
到
・
大
半
川
・
λ
肺
り
六
市
て
あ
る
。

之
を
地
方
版
別
に
す
れ
ば
、
闘
東
一
二
七
係
、
九
川
一
五

μ
、
近
畿
一
四
U

判
、
奥
州
一
一
，
%
、
北
海
道
一

O
M判

中
国
・
四
国
・
北
陸
は
何
れ
も
九
%
で
あ
る
。
印
ち
誌
に
於
て
も
胸
東
は
最
も
多
〈
、
九
州
近
畿
は
之
に
盟
苦
北
陸

の
如
当
は
最
も
少
量
率
に
嵐
す
る
。
然
ら
ば
次
に
町
村

ω枕
牧
入
に
劃
す
る
閥
庫
補
助
金
の
制
合
は
如
何

一一一一一一ーー-

d、 悲 廓 遺
骨ト童 I汀

(，、)

町
村
山
沿
収
入
に
劃
す
る
同
庫
補
助
金
山
割
合

杭

牧

λ

世

牧

入

闘

陣

捕

助

金

、丸田省、吉三

、
晶
虫
、
室
旦

、明哲一
J
一
両
国

、目当一
J
一一両同

一

道

府

一
肱

石

一

膏

森

一
也
-
岩
手

岡

山

拙

助

金
虫古打点、七五古川

占

A
U唱
、
品
目
昌

殺

肱

九

% 

タ6

回
、
一
二
、
一
会

回、昌一点、--一一

晶、八百元、売瓦

且、宅一
4
4
t
n

岡

山

附

助

金
h
E皇、

Z
E
d
z
，
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A
A
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豆、同一説、一円台一一-

古

J
H
叫
ん
、
一
五
A

吾
一
、
口
当
一
J云
前
一

点、一門山一つ↑、町内-一両

国、回
u
豆、一-一
z

且
、
口
語
、
室
内

匂
」
一
ロ
ュ
、
昌
三

」円、二品、一-一一語

三、一.屯三、九一五

回
、
A
語
、
A
A昌

明喝、明
ι
一品、一日片品

晶、口一一回、一一ハ匂

岡、口昌一円、同省-一

回、ニ一石、告一昔

昌、エ回A、一角省

一
白
、
吾
吾
、

-72

弓
同
夫
、
回
全

北口点、内口一一

一、一一口一一一JTAG

耳、一ゴ豆、車山一月

一
、
一
豆
、
萱
E

A
七単
J
一名古

4占耳、山一一A同

一、一一口、

z-h

一
、
一
孟
、
会
問

τ当TAJ一六一-

七九品川、七口一一

旬
、
罫
己
、
昌
也

一、内一五、八一也

宅回、一一一き

七
一
宅
、
再
右

出品A回、山宝石

z
、J
量点、同旦一

正一阜、一ハ一一
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一一J需品八、九一一訂

正、七九旬、一
n

全
一

也、九唱…刷、一註屯

A、

qL円ム晶、九司品

景、八一一回、今引一一

五、一一い』八、会EJ4

岡
、
正
一
向
、
吉
正

面、回向也、人七八

回、口明刻、口口唱

一口、山川八、一一一一単

z、民同託、昌一円一

豆、七円八、一九回

Z

也、口=、同中山一一一

=、九九昔、引一一口

耳
、
口
右
、
ヱ
一
己

也、一ロニ、口口一

点
、
金
正
、
雪
一

一、一一台斗虫、一一五一

一
、
口
同
一
J
b
口

一、同一一一、七口4A

t--一
室
、
主
A

一一、宕品、一一同司

一、口口向、A口一

宅
宅
一
号
h

A
包
向
、
A
A
U

虫〕一一、口一品目八

一、八八向、同昔白

五
亘
-
J
nい
も
白

書
一
五
、
日
ニ

点、阿一ニ、}口凶

岡山口一、同Auu

g口、省42-一

一、一一
-h.
昌一孟

一J一人己、同口口

証
、
A
交
、
会
一

-一昔、
2
1
0一一品

耳、一日]同、幸四匂

ニ、九台口、一五回

阜、一一=、口一口

コ、九四一JA--一

一豆、
-

J

式、ロムゴ一

九、一三官一、同ロコ一

五
、
五
八
口
、
u
u
A

『
同
吾
、
白
ニ

由、聖一己、口口コ一

『
由
同
A
、
罫
え• 

2

、
耳
元
、
邑
口

七、出品し均し昔、口川A

一、
Z
i
省山、皿九九

回一、
tλ
昔、一四訂一

日一一穴、レ主A、ョ一品

A
A
一、bE也

圏、理一回、
2
ュ

台当局、耳目一

山一諒一、回一一

一
、
口
誌
、
口
当

五五向、一一一冗

-1九口4JA一一一回

-、同逼耳、しも
λ

口

平山一、己四幅

一
、
口
百
円
、
ん
さ

一、一望-、九一山市山

入
口
点
、
七
匂
A

AA豆、五口一

一、均月四J商品川

同一四A、由主ハ

也、A-=、也一口

虫
記
白
血
、
手
パ
ハ
屯

一→一一一一一一一一一一一て一一一石又三亙三記福三幅古九九品三，.." ;，..，正

右
を
比
率

ω
階
級
に
分
f

ば
左
の
如
し
。

作

一

円

μ
1
1ニ
心
%
に
胤
す
る
も
の
北
海
道
・
背
私
・
岩
手
・
宮
城
・
融
問
・
山
形
・
刷
出
・
茨
披
・
栃
木
・
抗
馬
・
埼
玉
・
千
葉
・
東
京
・
帥
奈
川
・
新

出
・
宮
山
・
石
川
・
刷
井
・
世
野
・
岐
阜
・
静
岡
・
建
知
・
三
百
・
地
賀
・
京
柿
・
大
仇
一
・
兵
昨
・

ιmA・
利
倣
山
・
品
恥
・
砧
批
・
川
山
・
出
向
・
山
川
・
他
品
・
梁
按
・
州

知
・
耐
問
・
位
到
・
熊
本
・
大
分
自
一
地
ニ
府
三
十
七
麟
の
町
村
。

作
二
一
回
ー
ー
一
一

5
到
に
屈
す
る
も
の

配

手E

裁
が
岡
山
地
方
費
圃
市
制
助
制
度

山
梨
・
守
川
・
長
崎
・
宮
崎
・
鹿
児
品
由
主
勝
目
町
村
。

五

第
二
十
日
車
巷

第
宍
観

t 

』、一
"-v'. ， 



話

夢E

我
が
掴
由
地
方
費
闘
町
制
助
制
度

弟
二
十
五
轡

"-J、

第
六
班

F、

)
 

C
 

{
 
=一

O
出
以
上
に
属
す
る
も
の

沖
組
一
蹴
白
町
村
て
あ
る
。

之
を
地
方
面
別
に
翻
る
に
、
四
園
一
九

μ、
九
州
・
北
陸
一
人
M
戸
、

東
・
奥
勿
・
中
闘
は
何
れ
も
一
六
%
で
ゐ
る
。

右
に
嬢
・
り
て
、
道
府
職
・
市
・
町
村

ω総
数
の
各
比
率
際
放
へ
の
分
布
を
み
る
に
究
の
結
果
正
な
る
。

北
山
件
道
・
本
州
中
部
・
近
畿
は
一
七
係
、

閥

第

七

表

掛
枚
入
w
h

封
す
る
岡
山
州
地
白
制
令
と
山
川
麟
・
市
・
町
村
糊
般
の
配
分

泣

府

腕

、、I
，aI
P
E
-
-
s
t
F

比
申
階
組
組
封
蜘
百
分
比

五
%
呂
一
目
づ
一
一
一
克
#

=

同

|

一

日

再

九

五

回

・

ニ

エ

ア

き

河

ユ

同

区

キ邑、
叫 E

nl町

一八支|村
口 一 旬 ';1J- I 

再 出比/

計勇幸
以階
上 担

率直、
主jL. 

宅 回 蜘 l品

lllf 

g A El肱
%%比l

司

、h

，，』'』、，
BEE
，，ノ

絶
謝
批
百
分
比

毛

主

一

回

一
一
品
目
コ
A
M
F

ニ

Z
V川

、1
1
E
t
，t
i
-
-
-
F

組
封
劇
百
分
比

し
守
宮
、
〆
e

，
，
F
〆

一
己
一
一

g
出

f

t

 

阿

4

、‘EaFa『
a
、，.EEEB-
，，

絶
樹
脂
百
分
比

一

Z
N

宅
一
口
口
同

回
忌五

右
の
表
は
、
第
一
、
道
府
服
・
市
に
ゐ
り
て
は
、
五

um--
一
O
%
に
嵐
す
る
も
の
総
数
の
約
七
割
を
、
町
村
に

あ
り
て
は
一
一

M
l
l
i
一
一
O
M
刊
に
崩
す
る
も
の
が
、
肱
川
勝
別
に
し
た
る
組
数
の
約
九
割
を
占
め
て
ゐ
る
一
=
¥
第

二
、
道
府
瞬
・
市
に
ゐ

h
ー
は
五
M
W
以
下
の
も
の
な
〈
、
町
村
に
あ
り
て
は
一
一

μ
以
下
の

b
の
が
な
い
こ
Z
，

第
三
、
道
府
腕
に
あ

h
て
は
一
二
一

μ
以
上
の
比
率
を
占
U
る
も
の
線
放
の
八
%
、
市
に
ゐ
h
て
は
六
係
な
る
に
町

村
に
ゐ
h
て
は
僅
に
ニ

μ
な
る
-
』
正
、
を
数
へ
る
。
第
一
の
事
貨
に
止
hJ
て
、
吾
人
は
各
府
職
・
而
・
町
村
の
地
方

負
強
に
謝
す
る
岡
庫
負
携
の
割
合
は
、
大
多
数
の
も

ω
に
就
い
て
は
、
大
な
る
差
異

ωな
い
こ
ご
を
知
り
う
る
。

但
し
之
は
道
府
腕
・
市
・
町
村
の
現
貨
の
負
擦
に
謝
す
る
補
助
金
ご
の
闘
係
で
あ
っ
て
、
恥
且
戸
町

ω地
方
負
捻
官
庁
に

劃
す
る
補
助
金
の
割
合
に
就
て
は
何
事
を
も
断
定

L
難
い
。
第
二
の
事
責
に
よ
b
て
、
吾
人
は
町
村
は
道
府
脈
・

一一一一一〉
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市
山
り
場
合
よ
h
J
も
、
そ
の
負
憶
に
到
し

τ、
よ
h
多
〈
の
割
合
の
補
助
を
う
け
て
ゐ
る
こ
ご
を
知
る
。
印
ち
町
村

の
財
政
は
道
府
牒
・
市
の
財
政
よ
h
も
閤
庫
に
侍
頒
従
属
す
る
程
度
大
で
あ
る
ピ
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
第
三
の
事

寅
は
何
を
語
る
炉
、
三

O
%
以
上
の
比
率
に
属
す
る
、
府
腕
・
市
の
数
は
六
万
至
人
全
数
ふ
る
に
、
町
村
に
あ

b

て
は
僅
に
一
脈
の
町
村
に
す
ぎ
ね
ご
い
ふ
こ
ピ
は
、
町
村
に
謝
す
る
閤
庫
補
助
の
割
合
は
、
大
健
、
全
図
的
に
卒

均
し

τむ
る
に
、
道
・
府
・
脇
・
市

ω場
合
に
、
若
干
の
も
の
が
他
正
の
均
衡
を
破
h
て
著
し
〈
多
〈
の
補
助
を
受

け
て
ゐ
る
こ
ど
を
示
し
て
b
る
、
卸
ち
、
府
総
の
例
ご
し

τは
、
東
京
・
大
阪
の
二
府
及
び
一
肺
ぷ
川
・
高
知
・
沖
縄
・

鳥
取
の
四
服
、
市
の
例
ご
し
て
は
、
東
京
・
櫛
演
・
横
須
賀
@
旭
川
@
首
里
・
若
松
。
大
牟
問
・
入
崎
山
入
市
之
で
あ
る
o

真
に
地
方
費
園
庫
補
助
金
の
地
方
的
配
分
を
ふ
一
図
的
各
地
方
匝
別
に
比
較
す
れ
ば
失
の
如
(
で
ゐ
る
。

都

λ

表

地
方
匝
別
に
硯
た
る
同
時
袖
助
金
山
配
分

北

海

道

地

方

奥

羽

地

方

闘

米

地

方

町
村
一

一

昔

%

一

北

陸

地

方

完
封
一
本
州
中
部
地
方

完

封

一

近

畿

地

方

右
に
操
れ
ば
、
道
府
職
り
場
合
も
、
市
の
場
合
も
、
関
東
地
方
へ
の
配
分
は
他
を
座
し
て
著
し
〈
多
い
。
補
助

金
の
配
分
は
金
〈
中
央
に
集
中
さ
れ
て
ゐ
る
の
嗣
酬
が
あ
る
。
次
に
府
腕
・
市
何
れ
の
方
面
に
も
多
〈
の
補
助
金
を

受
け
て
ゐ
る
は
近
畿
地
方
一
で
あ
る
。
他
の
地
方
匝
に
至
つ
て
は
大
同
小
異
で
ゐ
る
が
、
北
陸
地
方
へ
の
閥
庫
補
助

金
の
配
分
は
府
勝
、
市
を
通
じ
て
最
も
少
い
。
地
方
極
別
に
観
た
る
道
府
岬
腕
・
市
に
謝
す
る
凶
庫
締
助
金
は
右
の
如

(
、
中
央
に
集
中
し
て
ゐ
る
傾
が
あ
る
が
、
町
村
の
場
合
は
各
地
方
恒
常
通
じ
て
殆

E
卒
均
し
て
ゐ
る
o

最
高
は

道
交九丈府
% 何 回 服

毛=口市
出回出巾

遊
山
肝
臓

A
V
F
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世

%

一

四
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説

苑

我
が
闘
の
地
方
費
削
附
仙
助
制
肱

第
二
十
任
容

λ 

第
六
都

O 

一一一一一

九

μ
最
低
は
一
六
川
知
そ
の
差
僅
に
三
一

μ
じ
す
ぎ
向
。
き
れ
ば
町
村
へ

ω図
版
補
助
金
は
、
地
方
匝
別
に
翻
る
も

大
差
が
な
い
己
い
は
ね
ば
な

ιぬ。

吾
人
以
町
村
に
劃
す
る
凶
作
伸
補
助
金
の
配
分
制
令
が
、
金
倒
的
に
平
均
し
て
ゐ
る
こ
吉
、
、
道
府
腕
・
市
・
に
劃

す
る
閥
庫
補
助
金
が
閥
米
・
近
畿
殊
仁
関
東
地
方
に
集
中
色
れ

1
ぬ
る
ニ
正
及
び
北
陪
地
方
へ
の
配
分
の
最
も
少

レ
こ
ご
を
知
っ
た
が
、
之
は
司
令
の
地
方
M

山
内
の
仰
な
の
府
旧
制
・
市
へ
の
困
庫
補
助
金
の
配
分
卒
ピ
如
何
な
る
闘
係

を
有
し

τゐ
る
か
、
帥
ち
剛
山
補
助
金
の
阻
H
T
が
蛍
該
各
地
方
的
各
服
H
A
ぴ
市
に
平
均
し
て
ゐ
る
の
か
、
叉
特
定

の
麟
市
に
集
中
し
て
ゐ
る
か
を
検
せ
ね
ば
な
ら
泊
。
今
、
第
六
表
イ
に
よ
り
て
関
東
地
方
の
府
燃
及
び
第
六
表
ロ

仁
よ
り
て
岡
地
方
の
市
を
み
る
に
、
府
川
腕
に
ゐ
h
て
は
専
ら
東
京
山
m
R
A
び
紳
交
川
勝
仁
、
市
仁
ゐ
・
り
て
は
、
東
京

市
・
柿
波
山
・
横
須
賀
市
に
悶
庫
補
助
金
が
集
中
せ
ら
れ
て
居
る
こ
ピ
を
知
る
。
叉
近
畿
地
方
の
府
服
に
就
て
は
京

都
・
大
阪
・
長
席
の
府
脈
に
最
L
多
〈
の
岡
山
坪
柿
助
金
が
注
が
れ
、
同
地
方
国
の
市
正
し
て
は
犬
阪
市
に
謝
す
る
補

助
金
の
割
台
は
多
い
が
、
聞
東
地
方
の
束
京
続
出
川
等
に
比
す
ぺ
く
も
な
い
。
夏
に
同
制
・
市
を
通
じ
て
閥
庫
補
助
金

を
受
〈
る
割
合
最
も
少
き
北
陸
地
方
に
枕

τ似
る
に
、
特
に
一
二
の
係
省
く
は
市
が
特
に
際
立
も
て
補
助
を
受
〈

る
割
合
少
量
ピ
い
ム
ド
非
宇
L
て
平
均
的
に
何
が
の
服
何
れ
の
一
市
も
そ
の
割
合
が
少
い
こ
ご
を
知
る
o

銭
に
於

て
、
吾
人
は
闘
庫
補
助
金
の
回
分
に
就
1
、
閉
山
水
近
畿
地
方
に
集
中
さ
れ
、
而
も
そ
れ
等
の
地
方
に
於

τも
一
局

部
に
集
中
古
れ
て
ゐ
る
副
賞
を
知
b
え
た
の
で
あ
る
o

極
め

τ概
括
的
に
之
を
言
へ
ば
、
問
庫
補
助
金
は
束
京
市

ピ
大
阪
市
ど
を
中
心
正
し

τ専
ら
之
に
設
が
れ
、
之
を
速
か
る
に
つ
れ

τ究
第
に
そ
の
配
分
比
率
が
務
〈
な
h
つ

、
あ
る
ご
い
ひ
う
る
。
以
上
は
補
助
金
の
配
分
扶
態
を
会
閥
的
に
み
た
る
結
果
の
特
徴
で
あ
る
が
、
地
方
匝
ご

L

， . .." '. ~ ， 



τは
補
助
金
の
配
分
割
合
少
き
も
、
そ
の
中
一
二
の
腕
及
び
市
に
特
に
多
〈
の
補
助
金
を
受
け
て
ゐ
る
も
の
、
あ

る
ニ
ピ
は
注
意
せ
ら
る
べ
き
で
あ
る
。
例
へ
ば
燃
の
例
ご

L
て
は
、
高
知
・
沖
縄
・
鳥
取
が
ゐ
h
、
市
ご
し
て
は
旭

川
・
若
校
(
繭
島
腕
)
・
若
松
(
踊
岡
)
・
大
牟
問
・
八
幡
等
を
あ
げ
う
る
。

一一一一一

以
上
に
よ

h
て
町
村
に
劃
す
る
闘
庫
補
助
金
並
ぴ
に
府
腕
若
市
に
謝
す
る
闘
庫
補
助
金
の
地
方
的
配
分
股
態
を

明
に
し
た
o
悲
に
於
て
、
五
日
人
は
何
故
に
前
者
の
場
合
に
そ
の
配
分
が
企
図
的
に
卒
均
し
、
叫
偶
者
の
場
合
に
は
者

干
の
地
方
隠
又
は
府
腕
・
市
に
そ
の
配
分
が
集
中
さ
れ
て
ゐ
る
か
に
就
て
考
察
せ
ん
に
、
第
五
表
い
に
一
市
す
知
〈
町

村
に
典
へ
ら
る
、
闘
庫
補
助
金
の
殆
ど
凡
て
が
義
務
教
育
費
の
補
助

rあ
っ
て
、
そ
の
仙
の
行
政
史
に
謝
す
る
補

助
に
至
つ
て
は
ご
る
に
足
ら
ぬ
も
の
で
あ
る
。
然
も
そ
の
義
務
激
育
費
闘
庫
補
助
金
を
間
分
す
る
に
蛍
つ

τは、

先
に
遁
ぺ
た
る
如
〈
、
貧
弱
町
村
に
封
す
る
特
別
の
考
慮
を
捌
ひ
、
一
定
の
規
準
に
基
い
て
、
こ
れ
に
伴
ム
地
方

負
擦
に
均
衡
を
保
た
し
め
ん
古
し
て
ゐ
る
も
の
な
る
が
放
に
、
そ
の
配
分
が
地
方
的
に
平
均
し
て
ゐ
る
ご
い
ふ
こ

記
事
ん
蛍
然
の
事
・
貨
で
あ
っ
て
、
若
し
之
に
反
す
る
事
貨
を
見
出
す
な
ら
ば
夫
は
大
な
る
問
題
で
め
ら
う
。

次
に
若
干
の
府
腕
・
市
に
謝
し
て
何
故
に
多
〈
の
補
助
金
が
典
へ
ら
れ
て
ゐ
る
か
に
就

τは
、
そ
れ
ら
個
々
の

府
間
師
・
市
の
財
政
を
究
め
た
る
後
に
非
れ
ば
、
之
を
詑
明
し
え
，
さ
る
が
伏
に
始
〈
之
を
後
日
に
譲
る
。
唯
、
東
京

府
・
紳
奈
川
腕
及
び
官
舎
川
市
・
横
演
市
・
横
須
賀
に
震
災
復
興
補
助

ω大
き
は
続
全
い
れ
ぬ
が
、
原
因
は
猫
唱
』
の
外
に

多
〈
存
す
る
で
あ
ら
う
o

沖
縄
・
鳥
取
鱗
に
国
庫
補
助
の
多
量
は
、
他
に
比
し

τ著
し
〈
財
源
的
貧
弱
な
る
事
に

原
向
す
る
が
如
〈
で
ゐ
る
。
旭
川
・
若
松
(
稲
島
腕
)
・
岩
松
(
繭
岡
服
)
・
大
牟
凪
・
入
幡
市
等
は
、
新
興
都
市
で
あ

h

J

、

何

故

に

国

庫

補

助

金

を

多

(

受

〈

る

か

は

別

の

研

究

を

侯

た

ね

ば

な

ら

向

。

工
業
都
市
で
あ
る
が
、

第
二
十
五
究

ゴL

第
六
朝

説

苑

我
が
闘
の
地
方
針
岡
山
仲
柿
助
制
度
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詑

我
が
闘
申
地
方
費
岡
山
補
地
制
度

第
二
十
五
巻

O 

第
六
腕

苑

第
八
、
岡
庫
補
助
金
制
度
の
機
能

上
に
遁
ぺ
た
る
事
賞
に
擦
り
て
、
岡
山
補
助
金
制
度
は
如
何
な
る
機
能
士
費
揮
し
っ
、
ゐ
る
か
を
、
い
い
財
政
僅

系
上
、
吋
一
般
行
政
上
、
J

つ
経
済
政
策
上

ω
三
見
地
よ
h
，
考
察

Lτ
み
や
う
ご
思
ふ
。

引
財
政
健
泰
上
よ
リ
翻
た
る
地
方
費
園
短
補
助
金
制
度
の
機
能
仰
も
枚
入
守
山
市
央
ご
地
方
の
捌
政
に
、
い

か
に
分
っ
か
に
就
い

τは
、
セ
首
ノ
グ
マ

y

に
従
へ
ば
、
実

ω五
の
形
式
を
数
ヘ
う
る
。

第
一
は
地
方
政
府
に
よ
り
て
租
税
が
賦
課
せ
ら
れ
、
中
央
政
府
へ
は
去
の
附
加
枕
を
奥
ふ
る
も
の

第
二
は
中
央
政
府
に
よ
b
て
租
税
が
賦
課
せ
ら
れ
、
地
方
政
府
へ
は
そ
の
附
加
税
を
奥
ふ
る
も
の

第
三
は
牧
入
源
を
中
央
Z
地
方
正
に
、
例
へ
ば
甲
税
は
中
央
へ
、
乙
枕
は
地
方
へ

E

V
ふ
様
に
、
全
然
分
離
す

る
も
の

第
四
は
中
央
政
府
が
租
税
を
徴
牧
し

τ、
そ
の
枚
入
の
一
部
を
地
方
政
府

ι分
つ
も
の

第
五
は
補
助
金
制
度
、
帥
も
、
中
央
政
府
か
ら
地
方
政
府
へ
、
又
は
地
方
政
府
か
ら
中
央
政
府
へ
補
助
す
る
も

の

一一一一一一

之
で
あ
る
。
今
弦
に
二
れ
等
の
形
式

ω
一
一
を
論
評
す
る
必
要
は
な

ν
が
、
我
が
図
的
現
行
制
度
は
正
に
第
二
・

第
三
の
形
式
ご
第
五

ω形
式
涯
を
折
衷
結
令
し
た
も
の
で
あ
る
ご
い
V

ひ
う
る
。
卸
も
、
我
が
圃
凶
地
方
税
醐
閥
系
を

観
る
に
、
岡
税

ω附
加
枕
(
第
二
形
式
)
正
、
地
方
特
別
税
(
第
三
形
式

)ω
二
大
支
柱
よ
り
な
ち
が
、
そ
れ
に
夏
に

国
庫
よ
h
地
方
政
府
へ
の
補
助
金
制
度
(
第
五
形
式
)
を
加
味
し
て
ゐ
る

ω
で
め
る
。
(
英
外
に
若
干
.
地
方
か
ら

中
央
に
謝
し
て
分
曲
目
金
を
出
し
て
居
る
も
め
る
)
何
故
仁
地
方
政
府
に
掛
L
て
闘
庫
山
補
助
を
必
要
ど
す
る
か
に

SeIigman: Essays in Tflxation p. 663......-668 
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就

τは
、
地
方
財
源
の
貧
弱
な
る
こ
正
、
、
地
方
艦
長
り
中
、
岡
家
的
事
務

(
Z
E
s
t
目
。
注
目
)
に
属
す
る
経

費
の
大
な
る
も
の
ゐ
る
に
基
〈
の
で
み
る
。
卸
も
、
我
が
岡
に
於
り
る
中
央
地
方
政
府
聞
に
於
り
る
牧
入
ご
職
分

の
配
分
を
翻
る
に
、
有
利
な
る
財
源
は
殆
Y
」
悉
〈
中
央
に
奪
は
れ
て
、
地
方
特
別
税
ピ
し
て
残
苫
れ
化
る
財
源
は

撤
し
て
貧
弱
な
る
も
の
で
あ
る
の
に
、
中
央
政
府
は
殺
育
警
察
等
の
如
吉
岡
家
的
事
務
を
地
方
に
委
任
し
て
、
告

の
経
費
営
地
方
に
負
婚
ゼ
し
め
た
る
に
よ
る
。
一
言
に
之
を
要
す
れ
ば
、
有
利
な
る
財
源
を
国
家
に
牧
め
、
国
家

的
負
担
帽
を
地
方
仁
鱒
嫁
Lτ
ゐ
る
の
で

b
る
o

こ
れ
会
〈
中
央
集
権
支
義
が
財
政
健
系
の
上
に
あ
ら
は
れ
た
る
結

巣
に
す
ぎ
ぬ
。
間
庫
補
助
金
の
盆
々
必
要
ど
な
っ
て
来
た
の
は
、
か
、
る
中
央
集
権
的
な
財
政
制
度
の
常
然
な
る

反
動
ご
み
な
げ
れ
ば
な
ら
ぬ
。
き
れ
ば
、
か

f
の
如
き
財
政
健
系
の
下
に
行
は
る
、
閤
庫
補
助
金
制
度
が
、
少
〈

芭
も
そ
の
健
系
の
一
根
本
を
麗
草
す
る
に
非
る
限
り
、
之
に
よ
b
て
中
央
ご
地
方
の
財
政
牧
入
に
於
り
る
配
分
を
調

節
し
う
る
稜
度
に
も
、
亦
自
ら
限
度
の
め
る
事
同
自
明

ω
理
t
い
は
ね
ば
な
る
ま
い
。

中
央
財
政
ピ
地
方
財
政
一
般
ご
の
牧
入
の
配
分
調
節
に
閲
す
る
悶
庫
補
助
金
制
度
的
機
能
は
か
〈
の
却
し
ご
し

て
、
然
ら
ば
地
方
財
政
相
互
聞
の
負
捻
閥
係
に
、
岡
庫
補
助
制
度
は
如
何
な
る
影
響
を
奥
へ
つ
、
あ
る
で
あ
ら
う

か
、
こ
の
撒
に
就
て
は
、
以
上
の
寄
人
の
研
先

ωみ
に
て
は
、
道
府
腕
・
市
・
町
村
何
れ
に
封
L
て
も
、
現
貨
の
地

方
負
抽
聞
に
劃
L
て
概
ね
国
庫
補
助

ω制
合
に
大
な
る
偏
差
の
な
い
v

こ
ご
は
明
で
あ
る
が
、
併
し
、
可
な
b
の
偏
差

は
之
を
認
め
古
る
を
ね
す
、
且
つ
若
干
の
も
の
に
著
L
〈
多
(
の
補
助
の
輿
へ
ら
れ
つ
、
あ
る
は
何
を
語
る
か
、

現
貨
の
負
掠
己
地
方
の
異
質
の
負
倍
能
カ
ピ
の
関
係
を
明
に
せ
庁
、
る
限
り
、
地
方
財
政
相
互
の
負
携
関
係
に
及
川
H

す
国
庫
補
助
金
制
度
の
機
能
に
就
て
は
何
事
を
も
結
論
し
え
な
い
M

の
で
あ
る
。
東
京
府
紳
奈
川
勝
の
如
き
震
災
地

設

苑

執
が
削
山
地
方
迎
圃
附
制
助
制
陸

第
二
+
五
巻

銘

邸
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第
二
十
五
容

品
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ハ
枕

問

IDl: 

苑

我
が
幽

ω
地
方
曲
目
闘
一
陣
柿
助
制
民

へ
多
〈
の
復
興
補
助
金
の
支
制
さ
れ
て
ゐ
る
を
み
、
沖
縄
鳥
取
脈
山
知
き
貧
幼
な
る
財
源
の
牒
に
於

τ、
補
助
金

の
比
率
の
大
な
る
を
み
れ
ば
、
-
』
の
岡
山
岬
補
助
金
制
度
-
炉
、
地
方
財
政
相
任
問

ω共
済
共
財
の
一
機
能
を
発
問
押
し

つ
?
の
る
事
は
否
む
を
え
な
い
。
併
し
折
、
る
機
協
は
全
地
方
財
政

ω上
に
い
か
伐
に
行
は
れ
て
ゐ
る
か
は
瓦
じ

研
究
を
要
す
る
所
で
あ
る
。
之
を
要
す
る
に
・
か
〈
の
如
き
財
政
髄
系
ゆ
下
に
行
は
る
、
凶
作
坪
補
助
制
度
は
・
地

方
財
政
に
巾
央
財
政
を
隷
崩
せ
し
め
、
中
央
財
政
の
地
方
則
政
に
謝
す
る
統
制
支
配
を
有
放
な
ら

L
む
る
に
は
、

最
も
ム
与
は
し
一
一
制
度
で
め
る
ピ
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

回
一
般
行
政
上
に
於
け
る
周
目
庫
補
助
金
制
度
の
機
能
蹴
に
越
ぺ
た
る
が
如
(
、
我
が
闘
に
は
一
般
行
政
投

の
補
助
を
目
的
ご
す
る
所
説
一
般
補
助
金
存
せ
中
、
特
定
的
具
館
的
な
行
政
致
に
謝
し
て
の
み
補
助
を
興
ム
る
制

度
を
採
っ
て
ゐ
る
o

之
は
仰
何
な
る
山
却
を
意
味
す
る
か
?
数
め
る
行
政
技
H
の
中
、
特
に
ゐ
る
も
り
を
謎
ん
で

周
家
が
之
に
補
助
全
県
ふ
る
所
以
は
、
要
す
る
に
今
日

ω閥
・
米
が
常
談
行
政
に
、
特
段
な
る
重
要
3eMA」認
h
u

る
か

又
は
認
め
さ
る
を
え
ず
L

る
に
山
る
も

ω
芭
言
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
何
己
な
札
ば
、
か
〈
考
ふ
る
に
非
る
限
h
、
岡
家

が
特
定
桜
山
況
を
選
岬
押
し
て
之
に
補
助
を
典
ふ
る
理
論
的
根
協
を
認
識
し
え
。
き
る
が
伎
で
あ
る
o

か
〈

ω如
吉
見
地

に
立
ち

τ、
今
、
試
み
に
岡
庫
補
助
金
り
典
へ
ら
れ

τゐ
る
行
政
投
目
を
似
る
に
、
併
に
第
五
表
に
掲
げ
た
る
如

〈
、
警
察
・
滋
育
・
治
水
・
泌
隣
・
糊
定
・
上
下
水
道
・
枇
合
引
幌
市
等

ω行
政
を
、
闘
家
的
鬼
地
hr
ら
重
要
綱
し
、
又
重

要
刷
せ

F
る
を
わ
ざ
る
一
帯
を
知
る
の
で
あ
る
。
併
し
叉
、
翻
つ

τ、
等
し
〈
岡
庫
補
助
の
典
へ
ら
れ
て
ゐ
る
行
政

費
円
に
ゐ
b
r
L
も
、
そ
の
補
助
傾
が
ゐ
る
も
の
に
多
〈
或
る
も
の
に
少
い
ご
V
ふ
こ

Z
は
何
を
意
味
す
る
の
で
あ

ら
う
か
?
言
ふ
迄
も
な
〈
、
之
は
今
日

ω批
曾
他
制
上
、

r
か
な
る
行
政
じ
|
|
従
っ
て
叉
そ
の
経
由
貿
に

!
i

よ
ち
多
〈

ω重
要
さ
を
認
め
ね
ば
な
ら
副
か
Z

U
ふ
行
政
上

ω首
一
宴
さ
の
程
度
を
反
映
し
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
ご

‘一一一一一「一 一
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考
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
o

何
己
な
れ
ば
地
方
行
政
的
諸
経
設
が
如
何
に
嵩
U
己
も
、
閤
家
的
統
制
意
志
よ
h
み
て
、
或

は
又
、
国
家
構
成
の
必
然
性
か
ら
み
て
、
補
助
的
要
な

L
己
認
む
る
か
、
叉
は
そ
れ
よ
ち
も
、
よ
ち
兎
に
大
な
る

必
要
ゐ
る
純
費
凶
ゐ
る
場
合
に
、
之
に
術
助
セ
興
へ
若
〈
は
之
に
他
よ
b
・
よ
り
大
な
る
補
助
を
興
ふ
る
が
如
き

事
は
、
理
論
上
、
質
際
上
ゐ
ち
え
な
い
ご
信
守
る
が
放
で
あ
る
。
か
く
の
如
、
さ
見
地
よ
h'
先
掲
第
五
表
を
蹴
る
己

告
は
、
岡
家
は
今
日
、
地
方
行
政
上
、
警
察
、
数
育
等
に
最
も
重
き
を
泣
き
又
は
重
き
を
ほ
か

g
る
を
え
ぎ
る
事

を
一
不
し
、
糊
業
殊
に
枇
曾
事
業
等
に
至
つ
て
は
、
岡
家
的
に
重
き
を
m

ほ
か
ぬ
か
、
重

pfL位
〈
越
な
き
半
世
示
し

て
ゐ
る
の
で
ゐ
る
o

今
日
の
如
き
階
級
枇
曾
に
於
て
、
警
察
、
数
百
は
如
何
な
る
機
能
を
有
し
、
糊
業
や
献
曾
事

業

ω何
た
る
か
を
知
る
時
に
は
、
岡
山
即
補
助
制
度
の
枇
合
生
活
上
に
奥
へ
て
ゐ
る
作
用
も
亦
明
で
め
ら
'
フ

G

之
金

要
す
る
に
、
今
日
の
国
家
は
、
闘
庫
補
助
金
制
度
に
よ

h
て
、
警
察
、
教
育
の
如
き
行
政
を
み
ム
閥
的
に
義
務
ご
し

て
課
し
、
叉
、
糊
業
・
衛
生
・
刑
曾
事
業
等
の
如
き
地
方
行
政
を
、
統
制
し
或
は
助
長
す
る
の
機
檎
己
な
し
て
ゐ
る

の
で
あ
る
o

唯
そ
の
機
構
た
る
や
、
現
存
す
る
副
品
目
組
織
乃
至
経
済
組
械
の
保
持
畿
逮

ωた
め
の
作
用
を
あ
ら
は

し
て
ゐ
る
は
言
ム
迄
も
な
い
。

一 一 一一

A

経
鴻
政
策
よ
よ
リ
観
た
る
凶
庫
補
防
金
制
度
の
機
能
第
四
表
第
九
に
よ
h
t
、
岡
庫
補
助
金
を
受
げ
て

ゐ
る
糊
業
凝
り
各
費
目
を
槻
る
仁
、
そ
の
多
く
は
農
業
に
闘
す
る
も
の
で
ゐ
る
。
試
み
に
そ
の
中
、
拾
市
内
回
以
上

の
補
助
費
を
敷
へ
ん
に
、
用
排
水
幹
線
改
良
事
業
費
補
助
・
耕
地
整
理
及
土
地
改
良
抽
出
刷
費
補
助
・
刷
業
奨
励
費
・

鶏
卵
培
康
奨
刷
費
・
自
作
農
維
持
創
設
費
補
幼
・
農
業
倉
胎
建
設
奨
納
金
・
農
業
共
同
施
設
挺
励
金
・
一
台
産
共
同
施
設

柴
納
金
等
で
あ
っ

τ・
他
は
殆
ど
ご
る
に
足
ら
泊
も
の
で
あ
る
o
今
ヲ
ぞ
れ
ら
に
就

τ国
家
の
農
業
に
劃
す
る
政
策

の
基
調
を
窺
ん
に
、
そ
れ
は
、
耕
地
整
理
土
地
改
良
の
奨
胤
苦
い
ひ
、
副
業

ω奨
励
ご
い
ひ
、
自
作
農
維
持
創
設

詑

苑

設
が
岡
山
地
方
針
凶
咋
柿
助
制
民

第
二
十
五
巷

節
目
銑

五
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設

我
山
由
闘
白
地
方
費
闘
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補
助
制
民

第
二
十
五
巻

-. ，、

I!!I 

第
六
規

宛

-一一一一…一一一一日一白色 一山一

或
は
農
業
上
の
共
同
施
設
ご
い
V

ひ
、
行
詩
れ
る
今
日
の
農
業
経
済
に
劃
す
る
湖
縫
策
に
過
ぎ
泊
ご
い
は
ね
ば
な
ら

ぬ
。
蓋
し
現
時
の
如
き
後
建
せ
る
資
本
+
土
義
の
時
代
に
於
て
、
如
何
に
耕
地
を
整
理
し
、
土
地
を
改
良
し
た

h
z

て
、
工
業
に
よ
る
農
業
の
搾
取
は
到
底
兎
る
、
能
は
守
、
叉
如
何
仁
副
業
を
奨
励

L
た
h
t
て
、
そ
の
生
産
品
が

大
資
本
を
擁
す
る
企
業
の
下
に
産
ま
る
、
商
品
正
拍
抗
L
う
ペ
〈
も
あ
ら
歩
、
又
・
僅
か
な
る
自
作
農
維
持
創
設

費
を
支
出
し
た
ち
ピ
て
、
農
村
仁
於
け
る
土
地
配
分
を
調
節
し
、
小
作
守
議
を
な
〈

L
、
農
村
に
於
け
る
経
済
枇

曾
問
題
を
解
決
し
難
き
は
明
で
あ
ら
う
。
之
を
要
す
る
に
、
地
方
政
府
に
劃
す
る
岡
庫
補
助
金
制
度
以
糊
業
の
方

面
に
於
て
も
、
資
本
主
義
の
一
つ
綱
縫
政
策
を
示
し
て
ゐ
る
も
の
に
過
ぎ
ぬ

ω
で
ゐ
る
o

之
ゐ
る
仁
よ

-
h
J
J
t
L

農
業

の
地
伎
を
工
業
主
等
し
〈
有
利
な
る
地
位
に
引
上
向
、
る
が
如
き
こ
ど
の
不
可
能
は
言
ム
温
も
な
い
o

第

九

、

結

冨

我
が
闘
の
地
方
費
岡
庫
補
切
制
度
に
就
て
越
ぷ
明
へ
き
二
ご
は
、
決

L
て
之
を
以
て
議
せ
h
Z
せ
ぬ
。
叉
読
過
し

た
る
範
囲
に
於
て
も
、
問
題
を
後
日
に
遺
せ
る
所
少
し
正
せ
ぬ
。
不
完
全
乍
ら
大
観
を
明
に
し
た
に
す
ぎ
向
。
思

ふ
に
私
経
済
が
次
第
に
財
政
化
苫
れ
ん
正
す
る
傾
向
の
あ
る
今
日
に
於
て
、
中
央
正
地
方
の
財
政
側
係
を
V
か
に

調
節
す
べ
き
か
は
、
獅
ム
リ
財
政
上
の
問
題
山
み
な
ら
ず
、
直
接
に
闘
民
の
生
活
そ

ωも
の
、
問
題
で
あ
る
o

今
日

の
我
が
図

ω
地
方
費
同
庫
制
度
は
、
中
央
Z
地
方
ご
の
聯
結

ω上
に
、
叉
統
制
の
上
、
極
め

τ微
妙
な
る
機
能
を

鋒
ん
で
ゐ

τ、
一
概
に
之
を
廠
止
す
べ
き
根
挨
正
な
る
事
質
も
見
出
l
難
い
が
、
又
、
そ
の
運
用
は
必
宇
し
も
合

理
的
で
あ
る
ご
も
言
ふ
能
は

y
a
如
く
、
叉
、
そ
が
布
す
べ
き
機
能
が
一
定
の
岡
家
意
士
山
に
よ
b

E
常
然
に
制
限

せ
ら
れ
歪
め
ら
れ
て
ゐ
る
事
も
認
め
ね
ば
な
ら
凶
。
之
等
を
明
に
す
る
に
は
、
真
に
地
方
費
国
庫
補
助
制
度
の
理

論
的
基
礎
仁
閲
す
る
考
察
を
も
必
要
ご
す
る
。
こ
れ
は
後
日
に
競
る
こ
E

E
す
る
。
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